
-

訴

、r
v  

ＮＺ［ＺＺＺｾ＠

昭 和 2 4 年 R 月 1日 同 僚 3 傾 斜 便 物 置 司、可

軒 時 齢 幽 叩ω醐 蜘 小 冊 吋

ｾＺｾ［ＺＺＺ＠

J

!

 

山

γ

、

，

 

輯 2盤量廃純介

τ世E A T総 統.TS CE NTs R … 山… … ふ… 山H ・H+".'" 3  

T l m N E W CAS S  S1' UDr  ｈｏｕｓｅ ・ＮＮＮＮＺ・ ＮＮ ＢＧ ＮＢＧＴＮＮｾｾｴＡＮ Ｎ ＮＮＮ 1  

HOUS E  B Y  C RAl G 蕊LむWoob込山山川山川M ・..，. ...8

平野鍵鋲:U-)j もm華客… ｩＮｾ ｨ ・主、例議品物肘料ぷ Ｐ ・内川ｾＮＺｉＡ ￞ +，ん

重量約物足並4幾重ミ合総ブ託銀女主管長..;... ..41i11"''' .''t1'4....... … … … w ・・ u

総 司 区 湖 町 時

曽伸司ヅ引浮バf の古絵主覇宅き費黛E被と耳澱民汲4復繁9典典亀烏e…

袋E緩綾哩のP需務宮しt.<' tい、斡革み許 (J掬却豊鍵Eつ養苦浮手衝蕊羽緩Eぬ，慾援3 …，…，“山‘10.4;-.い. t

. 山山角…湾 覇緩. 1緩暖 苦灸卦た惨、.帆ゆ、)20

匁鉱主 Ｑ 免』ち ｾｊ 滋 ｳ 媛 ｈ氏 ＡＡＮＨφ ［Ｕ＾

vヲイ 3アグイダト担沈=草凝z、てψeか..叫州‘ H禽i..... .‘"仙ω a“.“6“何‘W叩仔ザ..ω.州ミ

錨 2滋隠 ， 渋 判

札 機 o 織を意

蜘.

v 絞首i

、

ＺｾＮＺＮ＠

叶

r

o

同

H

O

r

z

φ

G

7

H

H

h

w

-

b

m

m

o

a

p

Z

o

ロ

。
ト. . . . "

日

印

刷

V

W

H

H

Vol. 3 4  

1 9 5 3  



の田 島 応

1Ri蜘7ス)p)L協同化Isの灘

］ｾｴｄ ＩｌＭＷ イ ＩＷｩｩＷｉｊｕ 教の縦

割両国屋根蹴柿の製造

@

+

水

戸

、

ア

メ

リ

カ

口

巴

に

劣

る

実

モ

な

い

と

は

一

=

ロ

へ

ま

せ

ん

が

S

-

P

B

と

J

・
L

・

C

に

当

社

呂

奈

」

数

十

万

本

(

一

本

ど

納

入

し

て

ま

い

ど

一

度

ち

ケ

レ

lω

の

笹

川

い

二

と

は

世

界

的

水

準

に

達

し

て

ゐ

る

ご

と

の

証

様

で

す

(

登

録

商

場

専

売

口

田

)

殊

に

防

水

工

事

に

は

.

ギ

ル

ヨ

ド

石

綿

ル

1

フ

イ

タ

反

ア

ヌ

ベ

ヌ

ト

フ

ェ

ル

ト

E

?
メ

リ

カ

ロ

∞

に

モ

遜

臼

〕

の

な

い

色

の

と

白

刀

貝

し

マ

御

薦

め

し

ま

す

.

T E L 王子 (81) 5171-5175 夜 間代表 5111

T  E L . 土佐堀( 44- ) 0 8 0 9・0 8 1 0 .1 7 7 3

東 京 ・足 立 区 小 白

大阪 ・西区京町堀上遁



月

A  

ヨヨE

r:‘『

A..  例

主k

K::I 

午 餐
h -

:::J:J; 

3 月定例午賓会i主建材部門の斡旋によって下記の通り開催いたしますから多数の御参加を待望いたします。

月末御多端の30 日を1翠びましたことは、当日が本会の創立記念日に当りますので 、 この記念日を自祝す る意味も

含まれておりますことを仰向承の上、何e f : 御繰合せ多数御参加下さい。

1  日 時 3  ｽｾ Ｓ ｊ 日Ｈ月Ｉ午前 ＱＱ 椅 ＳＰ 分集合

1  会 場 大阪瓦斯ピル食堂 ( 8 階) ( 御堂筋、平騎町西角)

1. ' 会 費 300円也 前納お願いたします。

1. 講 演 時局問題についき朝日新聞論説委員竹中一雄氏を煩す子定。

1  申込締切 28 1 = 1 までになるべく会費を添えてお申込下さし、。

地 質 調 査 !河 表 出 版 の 件

予告中の大阪中心地質調査図表は当初の発表より図表原稿草寺しく僧頁となり目下整備中で 4 月中には刊行で きる凡

込みでありますから予約申込の各位には出版遅延の事情何卒御諒承照います。

尚子告の定価も僧頁のため自然変更の余儀なきに歪りますことを併せて御諒承下さい。

。予約申込受付中( 出来上り定価凡 手陣 1，200 の予定) 会員割引する

B 5 型 大阪市内 ＱＱＰ 頁 ＴＲＶ ｾζ その他 60頁 153本 附図 各 市 各 区 毎 に 見 取 図、地帯 力

凡 例 そ の 他 凡 そ 250頁( 当初予定的180頁)

建 設 資 料 便 覧 発 行 予 告

本会は1113不U9 年より jiVj H ビル 4 階に綜合建築資糾常設陳列坊を開設、 13υ 余の小聞にM斜を陳列公開し、筒型録等

も屡々 発行して柳か: j l f r 界にn献を続けてきましたが、昭和18年大東亜戦争激烈となるに及んで、閉鎖しました。

戦後は戦災都市の建設に伴L 、資材の復興状態を逸平く世に公にせんと 企画を進めましたが、偶拘束都に於ても同じ

企画で出版のこと発表されたので本会は遁憾ながらこれを見送ることとし、その後新に検rft を力uえ今般創立35年言E念

事業の一大項白として発行. i Elulj をたてた、 この便覧は従来発行のこの極資材の単なる型録的集成法を廃し、設計上に

も工市施行上にも役立ち且つ材 、料の選mや賊' J i . 等の羅針阪ともなる禄紛集し、実務家の好伴侶になると共に、併せて

学校教育上の品IJ 教材にも提供したい H的を以て建般資料便覧 と題し B 列 5 号型 400 頁内外のものを、仮設工事より完

成まで凡そ2U数陸自の工事別に区分し、各部門のi程威者: ; l l e に業者に托して使積を記し、筒f佐奨に{u直する関係業者の名

簿を列記する外、更に拡く一般業者の広告も採録し、出来得る限り夫々の仕様替、説明寄、規絡等必要事項を網総し

簡結にして要領を得た資料s主流の刊行を期しております。

就ては会員各{ 立の御協力を切にお願いすると共・に、特に建材その他関係業者の方々には絶大な倒l共鳴と御支援を鍛

望いたします。

筒近く委員、事務局峨nの外、大学生アノレパイト等 (1尉託パイトは証明持参) を嘱託として関係方面を訪問の予定

でありますから宜敷く御思慮、御舟導をお願い申上げます。

。本窃ヲ針Tは10月を目標とし原稿締切は 4 月末を予定しております。

創立35年記念事業出版部長 尾 崎 久 助

事 業 資 金 寄 附 受 領 の 件

本会名後正会員飲用 1喜j lJ'] ‘ 氏嗣子日高齢殿( 日本興業銀行常務取締役) より今般故人の御遺志に基き本会事業資金と

して金20万円也御 寄附を受けました。

本会では有難く受納の上日時iO' l!氏事室長基金として故人の御遺志を体し将来有主主な事業費に充当することと いた しま

した。

日 本 建 築 協 会



故 名 誉 正 会 員
日 高 昨 君

本会名後正会員日高幹君予て御静養中でありましたが、薬石効なく昭和27年12月24 日78才の天寿を以て

遂に逝去されましたことは淘に痛惜の歪りに犠えません。

君は本会創立当時より会員として尽力せられ、爾来副会長、理事、評総員、委員等に就任、本会今日の

隆盛に寄与された功績は突に大なるものがありましたが、病のため忽然として不帰の客となられましたこ

とは誠に痛恨追慕の念禁じ難いものがあります。まEに故人の肖像と御略歴を掲げ謹んで哀悼の誠を捧げ遥

かに御冥福をお祈り申上げます。

1  君は朋治 Ｘ 年 Ｖ 月 ＱＵ 日日高圭三自 ｉｾ 為喜氏 ｦ 新見豊前守を正使とする第 Ｑ 回遊米使節団に御勘定方術 ｬ

徒目付として随行) の次男として東京に生る。

1  朋治犯年東京帝国大学工科大学・建築学科を卒業後直ちに住友家の建築部に入る。

1.  故辰野金吾工学惇土の高弟としてア - 1レ・ヌーボー式建築の設計を説き朋治41年欧米に学ぶ。

1  大正 7 年再び欧米を視察し帰草月後現在の住友銀行日本橋支庖( 元東京支倍) の建築設計にその心魂

を傾く 。

1  昭和 6 年住友本社工作部長を辞し株式会社住友ピルヂシグ取締役に就任されたが、その全生涯を位

友関係の建築結十に終始し、特に先代住友吉左衛門男爵の知過を得た。

1.  昭和21年10月10 日本会総会の議決を以て名省正会員に縫挙せらる。

1  昭和24年元日本建築土会の名誉会員に他薦せらる。

1  昭和27年12月24日鎌倉市腰趣町の自宅に於て逝去せらる、事年78.y 。

因に告別式は昭和27年12月27 日東京芝m上寺に於て荘厳に執り行われ、本会よりは竹腰会長が特に列席

の上下記弔詞を朗読された。

2  

弔 詞

時昭和27年12月24 日本会名溢正会員日高作君忽然として逝去されましたことは誠に痛恨の極みでありま

す。君資性混厚の君子人でありまして接する者斉しく敬慕の念を深くし、夙に関西建築界に置きをなし

建築界の進歩発達に心を寄せておられましたが、イ再々大正 6 年本会が狐々の声を上げるや故片岡先生外

30余名と共にその創立のことにあたり理事となり建築界の革新を以て関西の一角にその旗織を樹て麹蓄

を斯界のため尽されました。

大正15年本会が社団法人となるや初代副会長に選任され、昭和 4 年、 6 年再選本会の継機に参画多年に

豆り残された業績は多大なものがあります。

昭和21年既往の功績を綜え名替正会員に准薦され今日に至りましたが誌を駕として他界されましたことは

痛惜哀悼に堪えません、認に生前の御功絞を感謝し会員一同を代表し謹んで街l叉揺を祈りお別れの言葉

といたします。

昭 和 27 年 12 月 27 日

社団法人 日本建築協会

会 長 竹 腰 健 造
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般 計 MA R C E L B R E U E R  

構 造 F A R K A S  &  B A R R O N  

(forll ffi ， 12， 1952)  

ニユ ヨＭ ｾの ｓ｡ｲ｡ｨ L a wl' ence 単科大学の芸術劇場でゐる。Brel l er は、む じゅんした材料の統ー と、単純な材

料か ら素朴な笑を学ぼうとしている 。 平面始め所々に見 られ る自 由な 手首長色面白し 、。 本文のサプ、タ イ トルに次のよ

うに奇かれてし、る。 一一復維 な問題ｾ解 〈 方法は単純にすることでゐる ーーーと、当り前ですが …・・ ・。
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500入用 のシ ー トが、 アリーナ形式に魁ん でいる 。 ス テ ージの后郊の大廃合開げると、夏向きの舞台となる 。 この

ときは、 シートを後のテニ ス コートに娃ペる。 叉fまい方のシートを、ー列おきに取除〈とテ ープ・yレを置げる 。



上部は、 長大な H日明汗l ギャラリーになって い る。

AUDI T ORI UMの照明は 、直下光線用と 、関接的な

溢光の二種ゐる。後援の模械のようなのは音響に対す

るｾりょが Ｚｊａ われて いる 。く 下図〉左側が主玄関、右

が劇場である 。

ful ure hy6ro.，/・t l ift

-・・・= コ・・・・= ・開園・
ｾ＠ 0  )  10 1) 20'  

左の断面図で、照明廊、下の

よt y スス F デ ィオ とオ戸デトリ

ウム問の構造、 ステージとサプ

ステ ージとの関係 ( はねぷ ?ニで

大道具等を迩ぷ〉、グラ γ ドラ イ

y との関係等が知れる。
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プラ γ の左にあ

る L i，vi ng R oo m 

は、 南向きでガラ

ス懸 か ら成る。住

居のように家具を

置き、ストアやパ

ー舎 もつ。立派な

よ買い γ スス F デ ィオ

を中央に、種々の

設備が合理的に配

置される 。

( 林野)
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T HE  N E W C A S E  S T UDY  HOUS E  

阪 計 C R A I G E L L  W O O D  

構造、夜済、美を一つにして建築の有用牲に融合させようとしたのが、此の近代位宅である( 函積約 1600f tり 南

に街と海、西に山と谷の眺望をほしいままにする丘の上lこ主主ち、自然が室内にと付込んで乗る様な大きなガ ラス窓が

めぐらされている。比の家の特徴は、 さきに発表された此の種住宅が、 H J移鋼柱、木製梁の使用であったのに f後員

参照〉これは 2 1f" 口形鋼柱、Kai sev の b' 1形 鋼の軽量な梁が使用されているこ とでゐる。

此の柱と梁の選定で

( 1  ) 重量とコスト i 総重量約3000 品、 工費凡そ $ 600が軽減される。

令

¥ 

( 2  Ｉ詳細部 Ｚ はめ殺し窓 、 ｾの枠等の等付は簡易

イじされ、雨仕舞いも良好である。

( 3 ) 美的価値; 口形柱によって構成される構造的

な線は、上の詳細部の構成と相{ 突って、美しい造

形の線 と面と昼間に函き出そうとしている。( 上

国稔)

、

一一挙



木深し 、狭谷の中の、ゆ るやかなス

ロープそも つ敷池。 こ L に適合した

構造で、適合したデザ' 4 y  をもって

建てられている 。構造は、標準化さ

れた H 彩スチ{ ルビ ームと、バネノレ

から成る 。梁は 4" x  10" の木村が俊

われているのは面白し、。下図の中央

のスチール柱が、木梁を支持してい

る当り注意。 Eまは企て、 ドアーや窓

でぬかすも、大き 〈関〈。のびのびし

た平面、バネ J レによる簡単な間仕切、

室と庭とは広いガラス獲で続いてい

る。 照明は全て関接、何 日形ピーム

{'， E L L WOOD は後に否定してい

る。( 市l 頁) ( 林野)

HOUS E  B Y  CRAI G 

E L L WOOD 

A R T S  8< A R C H I T E:: T U R E  

1 0. 1 9 5 2  



着 コニ 昭和27年 7 月 10 日

帝 銀 fT 夙 JII 寮
竣 エ 昭 和四 年 1 月15 日

園

建 築 面 渡 主主坪 88.  128坪 延長f ;325，750呼 建築位置 西 宮 市 木 海山田丁ニニ

階 数 地下 1 階( 一部) 池上三階 重量 計 平田 、松 田 建 築 事務 所

軒 高 地盤 面ヨリ 29. 0尺 管 理 帝 国 銀 行 不 動 産 諜

事揖 造 鉄筋コ y グリ{ ト進 f 壁4情造) 施 エ 株 式 会 社 竹中工務 脂

ｾ＠
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室 町 物 産 株 式 会 社

大 阪 支 庖

置量計管理 山下寿良1¥設 計 事 務 所

施 工 株式会社 竹中工務庖

建 築 面 積

i 階 470. 37平 米 ( 142. 50) 坪

計 1946. 85平 米 ( 590. 00) 坪
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ヨ ー ロ ッ パ の 住 宅 建 設 と 鞍 災 復 興

9 H14 ! 1午前 2 時羽田を飛びir. った飛行機は、 15 ;こ! 12 

Ｑ 時 ＲＰ 分Ｈ日本時間Ｉ死海 ［の上を通過していた 。それ ｉｊｾ ら

間もなく ｲｾｬ ｲＭＦ赤屋根平家の新築らしい小住宅哲学が明かに

新主w市計画lの形跡を示して広大な地域に点在して庖・るの

が凡おろされた。土地は不毛のゆるい丘陵地らしく所々

岩が11，頁を出して居るが、住宅群の近 くには耕地や果樹園

らしいものも見える。間もなくイスラエル共和国最大の

都市ヤツブア・テ Yレ・アヴ ィヴに鷲| 逮した。空港の建物

(;1: .鉄筋コ γ タリート造( 勿論煉瓦混用であろう 〉外部白

色モ 1¥. 5! J レ食、内部グリーム色ペ γ キ粗面仕上でパ y コ

ツ夕、 'IJ l レカッタ L カラチと大同小異の大したものでは

ないが、そのアプロ{ チも飛行場開1) も筒樹や花君主てイ中々

美しいのプミプミした jfrをi盃らねばならぬ羽田はこれら

のとこにも劣り 、はづかし くて外国人には見せられるも

のでないと思った。 私はリスボ y て・開かれる第21回国際

化宅及都市' ，¥' i i闘会議に出附; する途上にあったので、この

イスヲエルと云う我々には科しくない、小国の都市計画

住宅建設を而も上空から一昨の下に見下し得たので‘ 会議

にl[ ' ，る再I j に先ず多大の感興を覚えた。

テル ・T l :;i ィゲを出発した機は街の上を通過して渇礁

も法って見える育均と L'f.: きj しいな地中海上に出た。 下

の街は白わやけた新開地らしかったが、 4 、 5 階建もあ

り鉄骨だけ惑った高層建物やスタデアムも見えた。後の

ことだが会議の展示会には、イスラエル闘の者ｾ市及国土

昔十回局から都市の発展の第 1 段階をなすものとして 16の

バネルがIJ¥r ' 払してあった。

テル ・ァ1/ ィヴはもとユダヤ人の居住地として発達し

て居たが、 191'16'f.英国がユダヤ人の因企バレスチナに作

! っせる惑を約したため其後ノくレスチナにュ〆ヤ人の移住

するう者がlrlJJII し、テ J レ・アゲィヴはその中心となって 19

315-f. -に{革か 4 万 6 千で・あった人口が1946年には18万 3 千

となっiニmである。イスラエルの国そのものも 1948年の

M!_;，宣言以来人口が著しく憎加し 、最近 6 年半に78万 5

千人から 160 万人になったとの菊で、ある。叉国の社会的

総務的1訴追に大きな変化が1包ったのそれでそれらが当を

得た背景とならなければ「流浪者の受入; l L j は回らない

限でもあり、叉こんなノj 、国( 国家2十回としての人口を

28U万と与えて陪る) では解剖 illii な発展の誤謬を許す余

裕がないと云うので、確乎たる ｾｪｦＨｾｉ ｩｬｬｬＡＯｊ［要求されたの

だと民示図表の説明にも響いて主，った。ユダヤ入国の新

14  

尾 崎 久 助

輿のすさまじい意気が十分に示されて居たと云うべき

だ。後にエ ユ{ ヨ - tI へ行つて知つた司功i

るE建主努怨』事l初巧所は止此t処にZ研耳務所を持つて足民} るとの事事: ででで.ああつ

Tょ。

羽田から正味 42 時間 45 分かかって 15 日の午前11時 45分

( イタリー時間) にロ{ 可に驚いた。

ロー マの上空にさしかかってうもず目に l七ったのはアバ

ー トらしいモター γ な; 宮iI ' t o建築新ーで、あ‘ った。果して空港

からタウンターミナルへの問の郊外には多数の新築らし

いアバート鮮が見られた。翌日は幸いローマ市建築局長

に会えたので市営アメ戸ト建設突況を見せてもらった。

市営のは労{ 勤者住句でなく一般'人向であるとの惑であっ

た。構造は内部は世間L 、鉄筋コ γ グリート梨1替を作って空

洞煉瓦績の壁を作り、外壁は袈憐を作らず主主と宮古を空洞

煉瓦積にして l.j - 1 聞を厨，石積にし、而も何れが火山灰を主

にしたものらしし、もので桜み、床はピアノ線入りプレコ

ン小梁の間へ空洞煉瓦を並べ、屋根は木造と云う岡本で

は真似られぬ脆弱i待迭で、外壁色モル tzl レ、内壁プラス

ター仕上である。併し五郎、乍ら全部鉄筋コンダリート架

i蓄にしたのや j 戸ゾ γ リーに臥梁だけ廻したのも見受け

られた。だからして建築授は余程安い答である。併し 5

6 階建が多く、その建築規1莫の大 きいのには篤いた。か

かる次第で工事費も安そうであるのだが、 ローマの人は

家賃が高くて仲々人れず依然として住宅鱗であると云っ

て居た。尤も岡本の様に建築基告の半額を国家が無償支給

して居る様な事はないと聞いた。

イタリーで有名なのはマーシャ Pレプラシの援助によっ

て国が建てて居る労働者住宅で、イナブJ - ーサ( : i I ーサは

家) と呼ばれるものがある。この企画は建築費に対して

政府が寸・話よーすることによって国の生産活動の再興を男気

づけ、それを失業対策とも為さんとするもので、 1949年

の法律によって「労働者住宅の 7 年計画i J として定めら

れて居るものである。そしてイタリーの市町村 7，666中

の 4，2UOに18万戸、 9U万室を 3 千億リラ( リラを約6Uと

して 1，800億円〕て建ててやろうと云うので、政府が 3 :

分の l を支出し、残りを使用者側 2 、労働者側 1 の割合

で酔出するとの王将で、 25年後には居住者の所有になる仕

組である。住居単位は台所、便所の外 3 室( 使用面積2U

坪余) で家賃月額2500乃ヨ: i I UOOリラ 、分割払麟貝式の場

合は40UOl y歪向。0 リラになって居り、工事費は最高j 40万



ローマ のアパート

リ7 と押え てある。

序の;lV¥. i らロ- '. ( の新駅が周知の織にモダ ーンでさす

がイタリ ーと思われるロマンチッタな美しいデザインで

あるのに対 してアバ ー ト建築は絡別目新らしいデザイシ

のものは凡なかったヲ

9 月20日事iJ 7¥待15分 (夏時間 ，ローマから 7時間を裂

してリスボ Y )首、笠ー} 巷は今迄のうち 1 番立派でタウンタ

ー ミナPレ迄は15;子もかからなかったc その聞は整然たる

住宅街、アバート街で幅広の坦々たる美しい並木道であ

るのに先ず筋かされた コ

受21 日会議tよメ ンパーの登録、図番受取りから始まり

そのE免は会議縞成蚕員会主催にかかるカタテルバーテイ

ヵ:市の中心地にあるブオヅ宮と云うパロツコ式の建物内

で催された。その翌日は午前中に公式開会式が Zポ〆 Pルレトガ

ノレ失和冨大紛領の名に於て叉その臨厚慌拒を得てペ γ ト宮と

祢せられる Pルレネツサンス王衣R丈，の国会若謎を事堂で行

、

から直ち tにご=討J議議、と展示会が始まつた 会f場ι1$，は工芋科l大大: 学てで

あつたが、新らし 〈出来たらしくし、まだi梢i債直f段樹吉封j もして無い

lけけ7ナ- れとど、も建物配配t置、校庭の整備j 等仲々美しく 、建物その

ものも 、玄関広間共位に大浬石を沢山使つであって、 日

本でもせめてこの位の校舎がほしL 、と思った。門から上

った所、正I函玄凶自uに参加28 ヶ国の国旗が翻って居るの

は美しかった。

議題としては市街地土地政策、黙待地の住宅、長期再

建、住宅地の住宅形式と平商と配置相互の関係tt 他が挙

げられ、叉リスポシについての数多くのバンプレツトが

渡されて討議されたっ

展示会は規検こそ小さけれ、ポルトガルの外、' *、仏

独、西、伊、スエーデン 、 ノルウエ ー、由、印、イスラエ

ル、 ほか 1 ヶ国から仲々入念にf乍った図が出品されてい

てその熱心与にけ感1 J Rしたハ

、・ー

;・ ，i 、‘

.  .  
‘ ，、. .

‘  .  

， 

， 

'. .- .. 

我々学生の頃、 日本にも近代都市計画の声がやかま し

くなって来たのだが、否認衣30余年末だに欧米諸国に遥か

に及ばないのは遺憾安居だ。叉見学会ではリスポ ン市内

及び近くの 3 、 A の町の新住宅地へ行った。これらは金

持の 1 戸建住宅地、中産階級の数階建住宅地、 労働者や

漁民の平家建長屋住宅地であった。金おの家と言つでも

10室程度が多く 、内外共凝ったものはなく 、外部色 モル

タル、内部白プラスタ ー程度の簡単なも のが多いが、広

からぬ庭園も芝生をよく手入れし花を沢山作って! 持て、

市も開放的で街路から見え建物のグリ ーム、赤、コ パル

ト等南国的の色彩と相映えて道を通って居て突に美し

い。 日本古来の開主主的木造家屋では真似する訳に行かぬ

であろう 。流石に金持の住宅の事とてガレ ーヂを備えて

居る家が相当あった。花の美しいのは住宅地ばかりでな

く、 リスポン市内の街路にも至る所芝生と花賓が作つで

あり、道路の真中に池があって白鳥が飼ってある所もあ

り、何れ も手入が行届いて居り 、叉これを敏損する者の

ないのは羨しかった。

次は中流住宅地、 耳定日の見学で見たの( ;1: 2 惜ぷ 戸建、

宮公共同建設で、家賃 月額 150 乃至 4ヲコ エスグード (19

00円乃至5000円) との事、! 臼市街に続けて建設して居る

中流アバ ー トは皆掛皆建で ( 4 階以上の建物にはエレベ

ーター設置が強制されて居る) 大通りに面したものは 1

階が庖舗になって居たっ

' ^ に労働者住宅も似た もので、ただ 程度が低いらしか

ったが、外から見ただけであった。 ，

最後にリスボンから2o将位離れた海沿ひの町の漁民住

宅を見たc 厨房、便所( 浴槽はないがシャ ワー がある)

の外 4 室、平家建 d 軒長屋、家賃6ヲエスグ ード (7oヲ円〉

建物問は道路を含めて10間位あり 、我 々としてもイセみた

い穏のもので・あった。

1 5  



リ ス ポ ン 衛 星 都 市 の 高 級 住 宅

リ ス ポ ン の 中 涜 ア パ ー ト

リ ス ボ ン の 官 街 街

1 6  

ケルン

大伽g

前の復

興建築

イ旦しリスボシの住宅のデずインは何れも平凡であ

った。リスボ ν は古い城市で、あったが、 その発展途

中 .( 1部咋 59万人だったのが1950年に79万人になっ

て居る 。街大リスボシは14万人) 175坪 に 破 壊 的 大 地

震があった。 止七の時市の中心地を基盤目の街路割に

して復興させた。 これが契機となって此の都市の発

展には 1 エポックが箇jされた。併し街の周囲は丘陵

が多くて 、従 って道路も放射状になり 、叉丘陵の為め

に高低を均さねばならなかった。そしてどこでもそ

うである様に土地 の発展が投機的に攻扱われたり 、

合理的に立てられた都市化計画が実際にはその遥り

に完遂されなかったりしたが、結局19:部 年 、 ドウア

ノレテ ・メン ェコ と云 う人の力で政策が変革され、土

地政策がうまく行って年に 426 採づつで195主年迄に

5110棟建て得る事になり 、かくて再iJ 記の通り に! 日市

街をこわしてめざましい新市街建設が行われる織に

なったとの事である。正に人を得ての結果て‘ ある 3

街これにはまたその背景がある。 それは首相サラザ、

- / レ氏が立派な経済学者で2U余年続いてその織にあ

り、 ポルトガルの施政はそのお蔭でよろしきを得、

その上第 2 次大戦に中立国として大いに儲けて世界

3 健企財政国の 1 である事であるとポルトガル人も

云って居る。そのせいでリスポンには戦争成金が建

てた貸家も沢山あると云う。

併し面白い事に人には郷愁があって、 2 問: ! ' 隅(，7.

の道に 4 、 5 階の建物が立ち、歩道はli 品1 尺 5 寸位

肝すれすれに篭車が通って居り 、! 日式角形の軒鐙が

出て居ると云うリスポンのオ ール下タウンヘ行くと

キ ャバレ ーとでも云うべき所へ人は集ってウイスキ

ーの空瓶へ立てた ローソタの光で民謡を聞き乍らヴ

ァシを酌み、 ここへはアイゼンハウアー元帥やイー

デン外相も来た事があるとか云って喜んて‘ 居た 3

26日マドリッド行。 ここでは住宅建設も相当見受

けられたが、むしろ市内に新築工事が相当為るのが

注目さ れたっ ( 中心地の建築は10階程度) ロ ーマ、

リスポ γ 共こういう事は殆ど見当らなかった。即ち

内百Lでこわされた跡に立派な大学街が出 来つつあり

30指裂のホテル、オフィス、 アバートを含めた大南i

層建築が完成に近く 、その他随所に建築コ耳が見ら

れた。但し出来上ったものは外観に於ては、デザイ

ンとして特に注目すべきものではなかった。

29日巴里へ飛んだ。 これからは戦災都市の復興建

築行 脚を主目的と した。爾 来40 日聞にス イス、 ドイ

ツ、スエ 戸デン、プイ ンラ γ ド、オランダ、イギリ

スを廻ってアメリカへ渡ったが、茶の間の約 3 分の

2 を仏、独、英即ち戦災地で過して、建築上から戦

災復興の状況を見た c 住宅建設はいくらかの差はあ

ろうが、 どの国でも感んーであった。



ル ア ー ブ ル の 復 興 建 築

ってほたし、独迫

の或る市では市区

改正をする代 りに

復興匙勾警にア ーケ

ードをイ乍って突質

. 1 - - 道路を弘げて陪

Tょっ

ｴｾ らば Ｗ 'j '，/ス

のi也の被災者i' 市は

ど う か 大f票依を

aさLナfニ/ J レマ y ジ

ー ｩ 也王 ｪＯｾ 与の都市の

復1); ;;i 二は復興及" fi(

市言| 回行が大いに

力を入れて出る。

ρ アープーん港の

. i t f . 墜に近くノ十一ギ

先ず{ 人L川モあるが、戦災地と去ってもバリーは殆んど ュスト ・ペレ ーの特異の指十になるモダ- ' ，/ な尚院建築

無慌て♂あった t 白大理. 石の雨にゐたらぬ側ヵ、真只にぽ! ナ か軒を［Ａｬ［Ｎベて出 ＺＭｴｾ て居る写真をえるユ与が出来た叉カ ー ン

た時代色にE長りない誇りを持む決してニれを洗い法そう のt日く殆んど金援 した街てーは前の所に街市立j を作って居

とせぬパリジ ャY は、幸いに殆んと戦災の惨状を知

らず、 午後も詐然たる古色のうちに安( J ; . でであiぞけるで

為ろう これが果して幸福であるかどうかな加とし

八、セＭＭＢ， ｉ ｊＭ，ｴ［の建築担当者に ｩｦ ｬ｜ｾ、てはたら、Ｊ，市 ＲＱ

ｩＧ何の家も色々あるしだんだんに ｾｬｬ 宋をｬｻ ｪｾｾ して市

|〆改E をして祈らしい家を建てつつあるのだが仲々

思う様に紗らぬと説明してくれた 尤も: t t 後廻った

他の都市よりも道路中高も広く建物の泌さもその f ザ

インもに材、そＯコつて笑。こ整然として ｦｾｬｾ るのだから仙

の者! ; 市. ; 1 : ここ迄迫いつく己it すら( ' 1 ' の々ニとであろ

う。全市公園の除なノミりをはて、土錦、市計画1のよ主的に

ま: 術家がほしL 、とつ〈づ〈思ったO Fながら 、ストッ

タホル J 、では濯物を取駁して市 i ， Ｇ［ｾｾＺＲｾ＠ LE i.'!:' しさりにや

マ ド ーリ ッ ド の 新 築 高 層 建 築

lSJ ii ゆ: 吻 選 男IJ: 再 成 場 (ハンブルグ)

ると云 う。筒叉サンマ ロと云う 岡I は非?守

に古い特色のある町なので 、此処では駁

された跡、には残存部分と十分前和する様

に復興をやって居るとの: 江でらった フ

ヲンスらしいやリ方が覗われるで( まない

かっこの外フ) レタ ーニン地方、太西洋岸

地中海岸等の戦災地も政府の力で復興建

設をやっているのだが金不足で捗らぬと

のよJ f . t ; ム併し戦災家震は全額を凶が餓償

L て! 去るとの話て司あったヮ復興建築を実

地に凡る機会を得ず残念であったが、復

興及きf ，市言| 函省の案内で， -リ ー近郊 ルノ

ーの自動車工場近くに i被災者住宅を見る

可も出来、叉他にも 2 、 3 :(fr縄 叉 は 改 造

建築を見たが、プランスら しい香りのあ

1 7  
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1

H
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.  
マ

焼建物の一階へ仮底舗を作っている ( ベルリン )

《庁 、 丸、ｾ，が 命

.、酒

. 舗 苧 験 - 輪 、 順 僧 帽W 愉. . . ' ，. . . . 帆 綱 " ー 、 、 峨 働 問 問 、 -

シ ル レ ル 厳l 掲 ( ベ ル リ ン J

るそダー γ デザインの高層建築であったっ

フランスで戦災復興建築を目のあたり見ずにドイツへ

入って フラ ンダブルト ・アム ・マイ γ へ来たら、 これは

叉驚いたホテルの真前に戦災家屋があり 、 ｾＱ れた煉瓦壁

が立ち焦土堆積のままになって居て先ず心を打たれた。

早速街へ出て見たらそう云う光景は至る所にあり 、鋪装

は凸凹になって居た。その戦災家屋の道路に面した所に

仮屋根をかけて 1 階だけ営業して居るもの、叉従に小さ

く区切って居る もの、 全くの戦災パラツグを作って営業

して居るもの等まるで戦争陸後の岡本の戦災地を見る様

1 8  

な状E主であった 3 而も町の中心地がひと》‘ った 3 も

っとも中心地は一方復興もまた速かでヲイ γ ・マイ

ン銀行 ( ロ港建で工事中の部分もあるがすでに蛍業

中) ヘツセ γ ・ラ γ デス ・ツェントラル銀行 ( 8 階

建) は簡明なモダーγ デザイン の堂々たる復興建築

であり 、 Ｑ 部 ＱＵ ｾ 皆の大建築 も工 事中であり 、 英他唱え

後H十来たらしい建築、事目当大きい工事場も数ケf J i 見

受けた。それでも復興完成には筒10年もかかるかと

思えた。

ケPレγ も相当の惨状、町外れには日本のと同じ様

な古トタ γ のパラ ックが見えた。駅前には、14世紀

から19世紀に亘って完成 したドームと祢せられて居

る大伽墜があり 、幸い内部を焼いただけでー残り修理

中のまま使って居たが、赤い衣、黒い帽子の坊さん

が 「お寺へ喜捨を」 と審いた簡を胸に提け' て立って

居た。此の駅附近の惨状もひどかったが、叉一方す

ぐ近くにすばら しくモダ γ な大活舗が出来上って居

k 叉事務所建築らしい大建築もエ事中であった3

フランダブルト 、 伊ル γ 、ハ γ アツレグの聞の鉄道

駅にはホームの屋根が戦災のままの所、駅本屋がF主

だけ残って居るままになって居る所もあった。

ハンプルグも 相当戦災を受けたのだと 云うが家屋

全i妥の ものは少く て半壊のもの を復興した らしいも

のが多く見られたっ 現に工事中のものは少なかっ

たc ハンプノレグで興味があったのは大規模な設備を

した爆破物選別再成場のある事であった。例えば煉

瓦はこれを粉砕してそれでプ ロツ F を作ったりして

居った d

ソグ f エッ ト管理地の上を飛行機で飛び超えてペ

Pレリンへ行ったコテ γ ペルホ ープ空港は戦災のまま

になって居る部分もあるが大したもの、jflピ下に 4 発

の機を絞っも入れる事が出来、建家はホテルになっ

て居る部分もあると云うが、どうしてこんな大きな

ものが入用かと思われる程だ。所が空港からホテノレ

迄の途中にすでに戦災家屋や焦土の山が沢山あり 、

グノレ ブュー ルステシダムと云う豪華な遺物ばかりの

大通にあるホテルへ入ったが、フラ γ F フノレトよ り

ずっとひどし、。篤いた事にはプラ γ デ γ プノレグ円へ

まっすぐの幅 l ∞ 米もあろうかと患われるシ ャルロッテ

シフγレグ大連は全く焼野原で僅かに残って居る大建築も

鍛れたままで・あったり 、わずかに{ 反屋根を架けたりして

あり 、思でさえ歩いて通つては薄気味の思い程であっ

たe 叉ウンテルデンリシデン街は ソ連との1完界線の向う

でわからぬが手前のチ ーアガノレテンの森は燃粉にしたと

かで 1 本の木を止めず、ヒツトラ戸 の長後を迷遂‘ け

の街はE跡d郵F形もなくし、近代建築史の最初の頁を飾つた廿世

i紀氾の初頭の名建築グエ Jルレトハイム百貨陪の残E骸菱がこれだ

と、それとはま るでわからぬ外壁を見せられてはうたた



感慨無量のものがあった。叉ベルリンの焦土整理は20年

もかかると云われた事を覚えて居るが、ペルリ γ の復興

は何年かかる事であろうか、ペノレリ γ の人々は簡の抜け

た様な街の飾窓をわびしげに覗いて居るが、それは何年

続くのであろうか、心は暗くなるばかりであった。それ

でも復興建築もいくらかあった。併しそれはシルレル劇

場が温雅なデザイ γ を見せて可なり立派で・あった1与l外に

はブラ γ ダブルト、ケ yレγ 、ハシプ" ，レグに劣り外部をみ

すぼらしい色モルタノレ塗にしたのが多かった。なお工事

中のものもいくらかはあり、そのうちベルリン銀行( 大

したものではないが 1 番大きい様だ) の高層建築がどん

なものになるかにわずかに興味と期待がかけられた。

ドイツ復興の状況は私が見た所は右の通りであったが

ドイツでは生産設備の復興に先ず力を注いでビルデイン

グは二の次にしているとも聞いた。 ドイツとしては成程

そうであろうかとも思われたが、残念ながら工場地待は

見なかった。

最後がロンドン。宿はブリチッシュミュージ ャムの近

くでピカデリーサ{ カ スやトラブ アノレガ ース タエヤ ーの

繁華街に遠くなかった。その界隈を歩いて見ると成程あ

ちこちに破接された所があり、足場をかけて修絡して居

る建物もあったが、破壊の規模はそう大きいものではな

く、E つ破媛の跡も焦土等を除きよく片付けてあるので

ロγ ドンの被害は大した事はないと思った。所が後にシ

ティの英蘭銀行附近へ行くと、そこには広大な燥感跡が

あり 、有名な市会議事堂ギルドホーノレも修理中、叉グ リ

ストブァ ー・ レγ の名作、イギリスパロツグの代表建築

たるセシトポー Fレ大寺院近くにも相当に広くやられた跡

があった。併しペルリシの惨状には比すべくもなく都市

の比例から云って、ブラ γ タフルトや ケPレγ より も軽く

はないかと思われた。そして可なり 大きなヒソしデイング

も復興して居たし「ここに 18リω 平方択のモ〆- ; / 、オ

フ ィスピJ レディシタが建てられる 」と看板が出て居る所

等もあった。併し復興建築を見るとその設計のモダ ー y

さも常識的で、至極当り前に窓を明け、それに額縁をま

わし、外装は渋い煉瓦色、黄土色等の煉瓦と云うのが多

く、 これはと云うのは見当らなかった。

独逸が廿世紀の初頭、新建築に大いに気を吐いた精神

は復興建築にもどことなく現われている。若しも今アメ

リカ建築を以って最初様式の尖端を行くものとすれば、

独逸のはむしろコンサーヴァをテ ィヴと云わねばならぬ

だろうし、叉もともと独過からスイス 、北欧、オランダ等

に伝えられて今でもそれ等の国の新建築に覗う事が出来

るセセッショシ以来の手法のにほひを止めはするけれど

も何かしら創造の黙情は現われる 。然るに英国の復興建

築にはどうもそう云う点が認められぬ。併しロ γ ドシの

ベルリン銀行 ( ベルリン )

戦前の建築たる放送局、王立建築士会、セルフリッヂス

百貨庖等はむしろ当時としては可なり新らしいデザイ γ

のもので‘ あった3 要するに復興建築はデザインにし、くら

かで‘ も凝る粧の経済的余俗も持たせないのではなかろう

かとも思ったコ但し、ここに特筆して置きたいのは ロン

ドンのローヤル ・フェステイパ/ レ ・ホーノレで・ある。 これ

はすでに四本にもよく知られて居るがf建築で、先年の英

国祭の建物の 1 部をなしたものだが、無論仮設物ではな

く今後指築もし、その前の鉄道線路も取払い、叉前面に

あるむかし鉛の弾丸を作ったものだとかの太い煙突の様

なものも耳支払われて附近もきれし、になるのだと聞いたが

そのデザインは正に異彩で、ある 。設計に 3 年を工事に20

ヶ月を要したと聞いた。突施設計に 3 年 もかかったので

はあるまいが兎も角も設計には余程の熱情が傾けられた

ものと思われる 3 ロンドン、カウンティー、カウンシノレ

の若い建築家数人の合作だと拡を案内して呉れた人は云

った。設計については既に雑誌で日本にも詳細に紹介さ

れて居るから説明はせぬ。今でもスカ ー トをはいたス コ

ットラ γ ド兵が居り、山高l隔をかぶった紳ニ1 : が歩いて居

て、伝統と 「コγ サ{ パティゲ 」を看板にして居る ロγ

ドン に斯機なモダー γ な建築が出現した事{ 主、 ロー マの

新停車場と共に縫具であるが、そこに時代の力を得 と々

感ずるものと云わねばなるまし、c

非常に短時日に乏しい詩学の力を以って悦察しての管

見であるから大路の事を叙したものとして御承訪願いた

い。 ( 筆者 同建設計工務株式会村社長工博)
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とか、何尺の杭を打てば何トン持つたとカか、札L、うのが今日

まて

リγ 夕をやるとか、地盤や抗のま訟荷試験をやるのは比較

的民重な読書酉に入るのでありますc これらの方法が絶対

信頼出来るものでないということは誰もが考えているこ
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第 4  図

試 み( 脚 壁 つ き 浮 函

となのですが、さりとて土のことについては問題が復維

なため、世間主な設計方針にしたがう だけで、もし都合

の思い: ; J l 司態が生じても 、之は 「致し方なかったJ で処理

しているのが普通のようでありますG

なるほど土の問題は簡単には捕足しにくい点が多いの

ですが、今日までの単純な考え方を捨て、 少 しでも深 く

土を研究してみれば、色々と今まで考え及( まなかったこ

とで、設計上宝喪な点がみつかります。その長も大きい

ことは、上記のよう に極めて皮本目的なi也耐力の判定とか

1 本だけの杭の支持力のような ものをたよることは危険

であって、も っと目を大きく開いて、建物の建つ場所探

くまでの地層の成り立ち、各地層の力学的な性質は勿論

建物の剛さ 、大きさ 、基礎の深さ 、附近の地形、隣j安建物

との関係、等々 、色々のことを総合的に考えて、始めて

信頼の出来る基礎構造が設計出来る ということであ りま

す。例えば、第 1 図 ( a ) 、( b ) 、(-c ) 、 ( d ) は地下の

地層が不そろいで・あったために建物に亀裂の生じる傾向

を示したものであります。叉 ( e ) は附近の地形、( f  )  

( g ) は建物の不均ーさに よる影持、( h ) は隣接建物相互

の影響を示 しております。

第 2 図では基礎の大きさが異る場合は内g下に起る力の

分析7が大いに違うことから沈下にも必然的に相違のある

べきことが判ると患います。叉、第 3 図は基礎の深さの

差が沈下に影響あることを示しております。

2.  新 しい試みえのヒン ト

建物の基礎を地中深〈入れる程大きな術霊に耐えられ

ることじ容易に考えられることであり 、これは叉土質力

学の上からも説明のつくことなのです。大きなどん建築

も地下何階というように、地下深く掘り下げるときは、

見た目より 、はるかに安全なものです。すなはち、この

場合には、次の二つのことを考えてみればよくわかりま

す。一つは、地下室部分として痢り出された土の設置が

案外大きいので、これを建物の重量から差号| いたものだ

けが新たに乗ったと考えればよいので、自で見た程の大

きな荷111: がのっているわけではない のであ ります。次に

基礎の底が地 中深くなるというこ

とは、その建物が沈下してゆくの

を、おさえる周囲の土が多くなっ

て都合がよいということでありま

す。その訳は第 3 図でおわかりの

ことと思いますが、この二つのこ

とは、その建物が安全に地上に支

えられているかどうかを判定する



基 礎 の 話〉

質事Eな要素なのであります。

ここに説明 L ょうとする試みは、上の 2 つの

ことを組合わせて、最も経済的にと考えた基礎

構法の 1 つなのです。基礎を深くする効果を経

消的に満たすためには、周囲の壁だけを保く下

けることにして、了度潜函基礎を下げるときの

刃型のような形にします 。 第 Ｔ 図で胸 Ｑｾ と名付

けた部分がそれでありまして、このような脚撃

を建物周囲に設けることによって基礎深さ (之

を根入深さと呼んでいます) を脚壁の深さまで

大きくとれることになるのであります、 ところが、脚援

でかこまれた@ 部分の土の重量が荷重として根入底A -

B 頂にかかることになるので、ぷ:riTi: を小さくする意味か

らいえば基縫盤を深くするのが都合がよ L 、ことになるの

ですc これまでは普通基礎盤と→渚床面との聞の@部分

には土を人れていたので‘すが、この試みでは@部分を空

洞として術貨を少なくすることにしたので・ありますc

この試みは 、与えられた問題が大阪の築港地帯という

目rrに倉庫建築という A s : 性の建物であったため、普通行

われているような長尺杭打或は短杭ペタ打ち基礎に比べ

て種々の点で最良のものと信じて行ったものであります

( 以下蛇足ながら地盤の支持力の問題から始めて、こ の

試みの内容を説明致します。〉

3.  地盤の支得力

同] の説明で地盤の支持力に色々の因子が復絡に組合わ

されることがわかったことでしょうが、そのくわしい数

K の 表

o  I  0. 2 I  0. 5 I  1. 0 I  2. 0 

5  I  O. 11 I  O. 45 I  O. 96 I  1. 84 3. 72 

一 一

10 I  O.  34 I  O. 85 I  1. 50 I  3. 05 6. 22 

ｾｉｾｊ っすっ ＷＱｊ ｼ ふ ｉ Ｕ

20 I  1. 51 I  2. 5 6 4 . 2 7  7. 44 I  14. 81 

25 1  ; . 831 4. 38  1  6. 89 11.  56 I 22. 63 

30 I  5.  1u I  7. 15 I  11. 20 I  1 8 . 0 6 3 4. 53  

3 5 9 . 2 2  I  1 2 . 6 7 1 8.  11 I  28. 4 8 5 3 . 0 9  

40 I  16. 83 I  22.  4 8 3 0 . 6 1  46. 2 3 8 3 . 0 8  

一 一 1一

45 I  31. 78 I  39. 71 I  53. 28 77. 75 I  135. 51 

高 橋 慶 夫 ー

理的なことは現在のところでは、まだ甚だ不完全にしか

解析出来ず、将来の完成に待っている始末であります。

しかしながら地層の成り立ちゃ、土の性質等も夫々僕型

化し、理想化した性質のものをもとにして、多くの学者

が地盤の支持力公式を提案しておりますc 今その中の一

つで、Kogl er - Schei di g の式を挙げてみますと 、 次の，

ょうであります。

K りgl er- Schei di g の式

(Baugr und und Bav wer k)  

S ' 土の内部墜燦角

1 土の単位1l ! f i 1: ( t/m
8

)

h:  1央入深さ ( m )

b:  ( m )  

とすると 、第 5 図のように待

状で無浪につづし、てし、るような基礎につし、て、彼嬢支持

力P C，は P C，=  K.  r. b  ( t ; m
2

) で与えられる。

ここに K は t :b 及び C によ って決められる常数であ

って別表で求められる ω

筒ほ、基礎の形が正方形、叉l主円に近い場合は上記の。

値の約 21告の支持力がある。

さてこの式の P C，は土が将に被援しようとする時の・

値、つまり急激に建物が傾いたり沈下したりし始める時ー

の値でありますから設計する時の所謂詳容支持力として

は、この{ 直を適当な安全率で割っておかねばなりませー

ん。 この安全主与をどれ位にすれ! まよいかについては仲々

むづかしい問題ですが、ここでは最小 1. 5- 2. 0 にとっ

てみました

ついでながら上の式で c =が つまり非常に軟い泥土

であっても K の値は t/b の値と同じ大さになっており ま

す。故に P C，は

P C
r  

= t :b.. .，b  

となり、之は恨入部分に相当する土の電量でありまして

2 1  



、このことは姻方によって排出された土の重量と等しいだ

竹の荷軍はのせられるということを意味しております。

4. 脚警っき浮函基礎の支持カ

建物の底面の周りに脚壁を設け、了度箱を逆にしたよ

うにして伏せますと 、こ の脚壁に図まれた A B C Dの中

旬土は、建物の荷重 Wl によって押しかためられます。

そしてこれが或る程度かためられてしまえば今度は建物

之いっしょになって建物の底面がA D面であるかのよう

になるわけです。つまり胸壁を設けることによって基礎

の底を深 くしたことと同じ効果となり 、 t だけの根入深

さで支持力を計算してよいことになります。ただしA D

置にかかる荷重としては前の Wl でなく 、更に胸壁内の

よの重量だけ多い W 2 とし、う値をとらなければなりま せ

ザ心。

すなわち、 t だけの根入でA D面の支持力を計算する

代りにA D面にかかる圧力としては: Wl でなく W2 を

とって計算しなければならないのであります。

ここで、 W2 を小 さくしようとすれば、 B C面をE堂々

Ｚ ｾくして、 ａｂｃｄ 聞の土を少なくすればよいわけです

が、これには土の郷方が多くなって、 地下室等に利用価

・値がある場合の外、 B C面をむやみに深くすることは工

、費が高 くつくことになります。次いで第 4 図のように都

合のよい所ま で基礎盤を下げ、床面との間の部分を空洞

句まま残して置くといちことが自然に生まれて来ること

になります。

以前には基礎盤と床面とが二重になることはよくあっ

( a) 格断面図 ¥

平 面 . 図

/  

、 /

/  

/  

/  

/  

、. . / _ ー一一ーー_ -

たのですが、この時は普通土をつめていたので・すが、こ

の構法ではこの部分を空洞にして W2 を軽くするように

試みたので・あります。

さて、胸壁の深さや基礎盤の深さを咲めるには、方程

式のようなも のを解い てヒ・タリと決ゐるわけにはゆきま

せん。t をさきに仮定 しておいて、A D函の支持力 PCr

を求め、之から W2 を求め、そして基礎盤の深さを決め

るやり方と基礎盤の位置をさきに決めておいて、 これか

ら脚壁の深さを求めるやり方があるわけで、之等はその

時 A の条件によって都合の よい方法をとらないのであり

ます。次に本例について次の聞の説閉を致します。

5. 実 例

第 7 図のような鉄筋コングリート造 2 階建の倉庫建築

を大阪築港地帯に建て ようと いうのであります。

土質調査: 一一

土質調査の結果、地表面下約初m の聞の土の内部承

擦角を6。位にとり得ることが判ったのですが、議官の

時には之を5。としました。

荷 重 : 一一ー

積載荷重としては 2 階を1 . 5t fm
2  

1階を 2. 5t /m2

とし、部分的に最も不利な状態をとり得る様考えまし

た。

根ス深さの仮定・ 一一

，. 

/  

t =5. 5mと仮定し ますと

b = 31. 5 m t /b = U. 175 

でありますから ，= 5
0  

とすると

〆

，〆

縦 断 面 図

ＱｾｾｾｉｾｾｉｾｾｾｾｉｾｾｉｾｾＱ＠
元 明Z" ""，' ' . . &. -1-ム. . . L. . J . . ↓， '  ...... ム4 f 司 「

」

第 7 図

2 2  



K=O. 41 

であります。

基礎盤の位置: 一一ー

安今: 荷震を P Cr % 位とみますと

b d = t PCr =13. 8t /m !l 

となりますっ

さて、基礎皇室の深さの多少の差l立底定荷兎に大

した影響はありませんから図の織に仮定します

と、

合む)

W]  =8. 3 t j m !l (脚壁及び基礎会雪量を

〔 内 訳 建 物 4 3 t i d〕
積載 4. 0 t ( m !l J  

ヵ: 得られますので、之に 2. 7m l羽の土を加えて

W
2

=8.  3 + 1. 6  x  2. 7  =8. 3+4. 32 

=12. 62 t /m !l 

Pa より小さ く先づ大丈夫でありましよれ安

PCr  

公正事. 主寸日一 =1. 64 であ り、叉 c = 6。としま

" 2  

すと 2 位になります。筒ほ、この時は平面の形

は巾に対し長さが賂 3 j舌ですから、帯状として

のK の値をそのまま採りました。

6  その他の問題

以上で建物が全体として不安な沈下を起さないことが

判明したわけですが、次に考えねばならぬことは、いわ

ば軟い土の上に浮いているような建物に勾し、浮力の点

では問題がないことは判ったのですが、浮力としての圧

力が正等に作. 用せず建物全体としての強さ 、或は脚壁の

強さ等を如何にして計算するかということでありますっ

この問題はややむづかしい理論ともなり 、叉本問題と直

柊の関係も薄くなるので、ここでは省略させていただき

ます。

次に脚撃に図まれた第 4 図@部分の土は、当然] l ( る J

だけ押し固められるわけで‘ あります。その大さを算出す

ることは突際は大変むつかしいことで、土の圧密試験等

ふp 緩い中粒砂 E ( 圧密 ・弾性係数J

rq ム1 1 W = 200kg/cmβ 

L 一一一L山門 官灰色沈泥 E=25k g/ c m
2

S( 圧管. ! i D = P ど P =圧力 (k g(c m!l ) 4. 3kg/cm !l 

】 -

h =l1!l J需の厚さ

( 120 150 ¥ 

5=0. 43 (一一+ 一一 l

¥ 2:)0 .  25 /  

=0.  43x6.  6  

=2. 84c m 

そこで 3 c m だけ建物をあらかじめ高く構築しておく

ことにしました。街ほこの他積赦荷重により 、叉脚護下

部の土の! 王衝によっても土の押し固めの沈下は現われる

のですが、之は既t+. の突績より考えて使用に差支えない

ものとして覚情することにしました。勿論土に仮定した

E の値等も既往の笑績より見てもう少 し大きいものと予

怨しております。

何れにしても、この基礎の構法は、この地稽に建てら

れた色々の構造の倉庫建築について、その沈下を測定し

てみた処、長杭を打ったものも短い杭を打ったものも 、

叉杭のないものも、夫程大きな沈下の差もなく 、何れも

突用上大した危険にも感じられない実状にあるので思い

切って採用したものであります。即ち、勿論、土の押し

固めによる所詞圧密沈下はある程度覚悟し危険な土の績

とりによる現断沈下に対し安全なる様と設計したもので

あります。この時他の考えられる構法との比較として次

の表のような内容を比較致 し、最も白星の多いものと信

|  長枕打ち |  短杭打ち |  本 法

自 ｲｾ＠ tt 下

8  0  

圧 密 ?土 下

u;r 曹rr 沈 下

計 算 の 明 石 世 主

施 工 の 倍 [ 級 住

工
、巨

4t 
。

の結果でないとよくわかりませんが、建物自室だけでど じた本法を凝ったのであります。この中で力学的には短

の位になるかを次のように簡単な算式で予想致しまし 杭ベタ打ちに比べて本法が計算の根拠が最も明確である

た。 点を大いに :Qったので・ありますっ基礎版が二重になって

2 3  
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-・:!l ‘".・1.t- s rf; ｾ＠ 町民

，，， 

大グサように一見考えられますが、短坑

ペタ 打ちの: 場合 もやは り基礎版は、常7J て

位の関係で二重になるので、 この点、は勝

負なし と考えます。

最後に施工中の沈下並に周囲への影響等についての中

間報告を致したいのであり ますが、之が残念乍ら、最初]

の突測値にやや不備な点があり 、引き つづ き目下測定中

でありまして ( 7 月18日ーコングリート打終り約 20 日

後) その正確な値をここにお示 し出来ないのであります

が、 1 階床 コγ ダリ ー ト打終り当時に比して約1. 3 c m-

1. 7 c m ( 平均1. 5cm) 泌下を示し、北側に多いようであ

ります 3 之は前記の計算式に於て、P_，_ u. 2kg/c m
2  

(.立の

値の勾合に相当致しますが、そうすれば S = 1. 3c m と

なりますので予怨よりやや高い値を示しているようであ

りま す周囲建物えの影響は今の所全然見られません

叉基礎版下圧力分布の有様についても、土庄計14個を装

置して目下観測中であり ますが、これもここには未だ、

お話するまでの資料が揃っておりませんので、 これも後

日にゆずりたいと思います。

( 筆者 株式会社大阪建築事務所専務取締彼)

武智夫鉄筋混重要土枕基礎工

日信三角霊験筋? 昆凝土杭基礎工

測量・地質調査・地耐力測定施工

特 砂 利 充 境 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 エ

取 締 役 社 長 福 留 並

キ定

説明書及ピ防潮

ノ禽上盛土地常

に於りる実蹟茨

進呈

特 許

特 許

務

喜

所

大阪市西区西長郷 h通四丁目をO 細野ピル三六号

電 話 新 町 @ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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手 ょ に ち の

建 築 史

(  3  )  

林 野 全 孝

第 2 矧一一奴隷制苓代一 一

小 序

エジプトやギリシ ャの女イじが、 ドレイを私有し、 その

生産手段を私した ミ玉、制jによって、急速に発展し、す

ぼらしい文化を築きましたが、我が国に当てはめると 、

古墳や仏教文化が栄えた、古墳→l藤原時代迄ということ

になります。

しかし、このすばらしい古墳、すばらしい天平文化と

言っても 、これ全て支配制皆紋のものてeあって 、一般の大

衆の生活には、えそ縁の無い文化で・はなかったでしょう

か。 しかもこの知役な文化を築くのに大燃は直接に| 討療

にf上荻の私有物となり、苦しい生活のギセイの下に、権

力に よって働かされて来たのてーす。従って、 ここに当然

反抗が繰返されます。農民の反抗、役民の反抗、叉時に

は貴族問の反抗( 権力争し 、) ともなって現れますっ しか

しこの反抗に対して、支配者は常に巧妙な手段を 用いま

す。一つは武力 ・権力で、今一つは宗教でありましたつ

なぜ神社が生れ、なぜ Iム寺が栄えたか ? これは第 2 J切

の軍婆な課題のーっとなるでしょう 。

以下第 2 刻jを 3 節に分けま，しよう 。

第 1 節 ドレイ市j時代の成立 まで ( 古墳〉

第 2 賀li 最盛期( 飛鳥→天平)

第 3 館j 没落期 (弘仁→藤原)

第 1節 ー ー そ の 1一一

登呂や久ケ原や、福岡県高槻で見られるような、まだ

階級制がはっきりしていない

共同社会は、長く続き ません

でした。やがて彼等の共同社

会の中から、彼等の社会を支

配し、f苛且仙の氏族をも次々

に支配して行くための闘争が

繰拡げられます。

。

第 19 図

州、|の須玖 ・三雲から出ています。ここに凡られる共同墓

地 (1、た くさんの鈍縮小' ヨイ式土器の棺) の内一つだ

け、大きな石でおおわれ、 (第四図) しかも、淡文鏡 ・

玉 ・銅の鉾や叙が副葬されていますc これは 1 人の族長

(恐らくは女性J を中心にした討会で 、l炭長の権力が非

常に憎大していたことが解ります。 ( 岩波干1) 日本民族

後藤〉

ところで、次の時代になると 、共同墓地は全く資を消

してしまいますっそのかわり 、前述の族長の墓を更に大

きくした34が現れます。つまり支配者と彼支配者の別が

出来始め、支淘者のみが基を持ち、f使交問是正は基すら与

えられなかったようです。

このような階級社会がどうして出来たのでしょうか。

言で言えば、農耕主1 . 会の産物として、共同の土地、生

産手段を弘有化することによって、私有財産会t曽加させ

更に生産手段の大部分をしめていました人間の労力を私

有化して ，( = ドレイ化) 権力を持ち、遂に大和地方を

中心とする一つの勢力が、全国を統ー して行ったと蓄え

ましょう 。果して大和廷朝のことを言っているのか、或

は九州のー勢力を言うのかは解りませんが、 ( 岩波刊

日本民族、小林〉第 3 世 il¥三平ーの後漢の諮 「放志J 倭人伝

に、30国が 1 つの国の国王に よって統治されている と述

べられています。他の29 ヶ国の王は大名の ように、 1 人

の支配者の下に属 していたのでし ょう c このような一種

の封建的な関係が、すでに久しき以前に現れていたのは

アジアの特徴でもあったようです。叉獄宏、には、その下

第 18 図

その過渡期の遺跡が、北九 に主主口( ドレイ) の存在をも記 しています。

2 5  
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第 20 図

河内応神天皇陵

仁 徳 陵

このような ドレ イ制が発展するにつれて支配者の自分

の権力を。表すために、いろいろの物を生産しようとしま

す。立派な宮室に住み、すばらしい装飾をつけ、 (第19

図) 叉死後の安らかな生活として偉大な墓を造ります。

多くの ドレイがこれに従って生産さされます。例えば世

界: 農大といわれる仁徳陵は ( AD379- 399) 14万坪のキ

ボで、土の容積が、500万m
3
、延 25' ) 万人のドレイが使

われていました。叉、これを囲むハニワもおびただしい

もので、 これを専業としていた土師部により大量生産

されていたとしても、 3 年はかかっただろうとのことで

す。 ( c f 第20図)

この時代は、 鉄を使うことが伝り 、 ( 第21図) 叉分業

・専業化により生産手段が一段と進歩したとは言うもの

の、それによって生じた余剰の労働力は、すっかり支配

者に呈供せざるを得なかったので、L一般人民の生活は前

時代 と少しも変つてはいなかったのみでな く、ますます

貧困fじしたとも言われています。( 古墳の構造変遷につ

いては省略するが、その建築学的に見た方式は、考古学

者のみに一任せず、更に見当を要することだろう )

日

制
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宮 室

シナの宮室は、当時、 「台樹」 といって、高台を土で

築いて、その上に樹という木造の宮室が建てられていま

した。 ( 関野雄、建史論叢) 朝鮮の宮室も同じく高台の

上に建て られた跡があります。

我が国では、風土紀に「楼台」 日本番妃に 「合字」と

あり 、共に タカドノと読ま していますが 、宮室を指して

おります。後、宇ば共に建物のことですので、台樹と同

じ意味でしょう。叉、記紀風土妃に出てくる宮室の記録

のほとんどが、高台の上に建っているように思われま

す。第22図は大和地方の飛息時代以前の宮室所有地を、

記録により図示したもので f文献が正い、としづ仮定の

上に図示〕、これによっても、丘陵地のふもとに集って

いることがわかりますc それが古墳集中地とも一致しま

( ' X7頁の下段へ〉

2 6  
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近頃ちよい ・らよい新築の建物をみせて演く機会にめぐ

まれる 。そのさい、よ く「工期が短かかったので、これこ

れのとこらはまずいが… υ 」とし 、う説明をきく。別に説

明されるまでも伝く 、一恨みてまずし、ことはまずいので

ある。たとえは、プラスタ戸がわれたとか、板がそった

とか、英{I!! 等々。唯そのまずいのが、工期が短いのだか

ら当然止むを得ないのだといわぬばかりの顔をされるの

は心外である。

なにしろ大阪から朝鮮の戦線まで僅か20分で行けるよ

うなスピ{ ド時代なのだから、建築の設計だって工事だ

ってスピ戸ドを要求されるのは当り前の話である。純粋

の記念建造物や住宅などはともかく 、一応投資の対象に

なる建物ともなれば Ｍｾｊ も早く出来上って、一刻も早く

資本の利を生むようにせねばならないのは自然の理であ

る。そこで施主というものはとかく無理を云う。その無

理をまた録用にひきうけないと、設官 l者も施工者も仕事

をとれないものらし1. ' c その聞の事情はよく想像出来る

のである。それに、仕事の期間が短かければ経費も少 く

てすむと云うものだι かくて仕事が速くなるのは止むを

得ぬことだし、むしろ大局的にみればよろこぶべきこと

である。どうしたら仕事を速くすることが出来るかは、

離でもが考え、設でもが心掛けておらねばならない重要

事項である。

しかしこの、仕事を速くする手段方法は、飽くまでも

合理的なものでないと困る。セメントも調合もそのまま

にしておいて仰枠の存置期間を無視したり、乾燥してい

ない板を天井に娘ったりするようなのは、仕事を速くは

するだろうが合理的ではなし、。設計でも近頃よくみるこ

とだが、どこかの既伎の設計をまるうっしにしたような

計画案をたった 1 つ作るだけで、その場合々々に応じて

練つてないようなものは困る。( 仕事というものは、そ

れ程甘いものではない。)

ところがこんなのが割合に多いのである。私は ρ 施工

者が早〈出来るとし、うのに何故工事監理人が邪魔をする

のか H と詰問されたことがある。施工者にきいてみると

( 26頁よ り続く j

すので、恐らく当時の豪落との関係をも示すものでしょ

うc ( 釧稿、学会報第18号)

この高台には、タカドノ ・桜閣 ・新嘗屋・朝堂 ・射殿

. 酒屋空 ・倉等がずらりと並び建っていたのでしょう。

仕 事 の 速 さ

若 木 望 太 郎

合理的な対策が何 1 つあるわけではなく 、塗ってから数

日を出ぬ モルタル塗の上に普通ベン キを塗って了うとい

ったような煩いのことだけを考えて あるのだ。グどこそ

こは何ヶ月で竣工したそうだ。段取さえ良ければ出来 る

じゃなし、か ρ と言われる。その速い建物にと んで行って

みると 、 さて限立つのは施工の欠陥だけである・ H ・a ・とい

ったあんぱいである 。( 中には、はじめから期l浪におくれ

る積りで諸負う者さえあるということだが、こ んなのは

論外にして。) 一体L 、つのまにこんな世の中になって了っ

たのだろう。

尤も今頃は、何事: でもめまぐるしく変る世の中だ。国

民生活運営の大本である憲法でさえ数年を出でずしてコ

ロ リと変りそうな形勢である。国敗れて山河ありと曾) .

がその山測も 、濫伐に山肌が禿げて行き 、洪水に河筋が

移る世の中だ。私のように戦時中一番おそく まで国民目艮

を着けなかったのに戦後一春おそくまで潜ていたような

カントロ (勘のとろしつには、とてもついて行けるもの.

ではないと覚悟してはおるけれど、それでもしかし・…-‘

仕事を速 くするということ 、則、仕事を落とすこと であ

るという風に世の中が急変したのだとは、 どうも鮪に務:

ちな L 、。変る方角が惑すぎる c

私がこんなことを ボヤ くと、合理的に速くしたら銭の、

かかることばかりだと云われる。成程そう L 、う方法は確

かに多L 、。が私は、そう銭のかからない方法だってある.

だろうと思うし、叉そういう方法を絶えず探究してい く

のが我々のっとめだと思う。仮りに今、銭のかかる方法

しかなかったとしたら、 H 之をこうしたら之だけ速くな

るが、その代り之だけ銭がかかる H と何故言えないのか

?  否言わないのか ? それを言うのが技術者の、否人

間誠意、誠実というものではないか。今の ようなままで

はの所設建築ナンテものはｾｉｬきさえすれば設計で も工事

でもいとも手軽に出来上るものなのだと 他人に信じこま

れるのがおちで、建築界全体にとっても決 して得になる

話ではないと思うのだが、どんなものだろう。

f筆者、倉紡K K蛍繕課長)

この立派な宮室も 、シナの影者誌を 十分に受けていた

でしょうが、工部 ・手入部、或は主主部 ( ハコックリ) 等:

の都民と秘する ドレイ遠により生産されてい た の で し

た。( つ' > <  )  

一 一次号は 4 月号で住居と神社の発性一 一

2 ア



会 報 (  1 月分)

理 事 会 14 日 2 時於新大阪ホテル集会室午餐会後関

催、青木、浅沼、須賀、中野、藤木各主記、浅海、 斉

藤、政問各主計、中村、 ー山本各線集、大和常務理事出

席 、通常総会開催の件、 ! { ，谷正会員逝去の件、 2 月午

餐会の件、会員詮衡並に言者報告会議了し? こ。

午 餐 会 14 日正午於新大阪ホテ J レ、竹腰会長外63名

出席、中野主記閉会挨拶後司会、午餐終了後旧冬! 帰朝

され?二三和銀行技師長白石登喜男氏並に 日建設計工務

K K設計部長岡橋作太郎氏両氏より欧米視察談あり 、

竹腰会長所感 と講演者に対し謝意を述べられた。何 大

和常務理事より本日講演 予定の尾崎久Wl 氏が列車事故

のため東京 よりの帰阪が遅れ出 席不可能になった旨 を

述ベて散会した。

:技術部門評議員、理事懇談会 16 日 2 時於朝 日ピノレ、 池

田達雄氏外 7 名出席、 28年度技術部門よ り選出する評

議只候補者その他に関して懇談した。

会事事委員会観康i会 会 勢委員会 1 月の催しは恒例に より

17 日 4 時一 9 時於道頓痢中座、松竹新事劇曾我廼家十

吾一座の観劇l会を開催、当日は会 するも の70余名、爆

笑の複に参加会民家族の方々共懇親を深めた。 凶に当

羽の観劇会に菓子果物等を寄贈された会員ケーア ーノレ

プム K K殿並に K K浅沼組般に対し紙上を通じて厚〈

謝意 を市上げ る。

‘教育委員会 21 日 2 時於朝日ピノレ、驚尾委員長外 4 名出

席、第 2 図座談会開催の件、日 米作品交換の件その他

協議した。

逮材審査会 ＲＴ 日 Ｑ 時審査申出中のマープリ ｾＡｬ 製造行

程検分のため匠塩委員長外 5 名、 吹田同社工場視察後

朝日ピノレに1滑り審議した。

意E念事業出版部会 27 日2 時於朝日ピ/レ、弁上混氏と事

務局会合、地質図表干' I j 行に関し打合せた。

ＳＰ 日 Ｒ 時於朝日ピノレ、尾崎部長 ｾｴ 8 名出席、地質調査

図表印刷j 内容見本外検討会誌記念号の件、建設資料便

覧ｾ行経過報告と今後の進行方を協議した 。

通 常 総 会 29日 2 時於大阪建設会館[ 3 階、 竹腰会長外会

員 15名出席、2 8年度監事並に評議員の選挙の件執行名

誉正会員推挙の件、 昭和26年度決算並に昭和27年度予

ｵＭの件を議了しした。Ｈ以上 ｊｊ ｉｪｾ 買 会告の通りＩ

編集委員会 29 日 3 時於朝日ピノレ、中村委 員 長 外 名 tll

席年皮内会青昔、状況検討、 4 月以降の準備企画等ぞ協議

し?こ。

関西建材会の近況 ( 建材部門) 8 日正午於清交社、青木

幹 事長外幹事20名出席、新年初彼員会開催、建材保全

会設立に関す る件その他を協議しTニ。

13日 4 時於三越 7 階集会室臨時総会開催、建材保全 協

会設立君主協議、 その他事業中間報告後、 8 階食堂で会

員70名出席の下に新年晩餐会開宴、会長の活渡な意見

の発表があっナこ。 凶に同会では現幹事がさ王起人となっ

て上記建材保全協会 ぞ設 立する目的を以て各建材業種

別に運動会進 めている 。

建築学会近畿支部 9 日3 時於朝日ビ) レ役員会開催っ

大阪府建築士会 13日正午於日本綿業グラプ新年理事会

開催、渡辺会長外 Ｙ 名出席 、 ｉｦ ｾ 終了後アパ ｻ ト建築

座談会開催の件その他を協議しT二。

ノザワフレシキプル説明会 21日 4 時於政経会館 9 階本

会後援の下に上記説明会を開催 、会 す るもの凡そ 100 名

本会事務局の斡旋で進行説明聴取後質疑応答、最後に

本会中野主記の挨拶あ り盛会主里に終了。

国際文化会館設立資金委員会大阪支部役員会 24 日正午

於新大阪ホテノレ開催。竹腰会長理事に推薦さ れ列席 3

京都支部長来会 24日午後松弁支部長来会事務打合後竹

腹会長と懇談。

燃えない都市建築展打合会 28 日 3 時於大阪建設会館! 滑

催、 主催者大阪府、大阪市、日 本建築協会、大阪建設

業協会、日本損害保険協会、近綾不燃建築協会1f<都市

不燃化促進述合会の各代表出席打合せずこ。

事務局員岩下明正君離般の件 予て臨時事務娼託中の、

1 級建築士岩下明正君はF屈託事項 中の記念事業も略終

了のた め希望により i 月中で姻託合解きましたっ 困に

同君は本会団体会員中のサンエナメル K. K に入社さ

れたっ ( 事務局事項)

会員村野藤吾氏，度欧 2 月14日大阪兆七百{21日羽悶立ち

ニ ヶ月の予定でア メリカよりヨ { ロツ バに渡られ、 パ

リー、 ロγ ドン、ストッタホノレム、コペンノ、 ー ゲ、γ 、7 '7

ンダブ ノレト、ペノレリ γ 等に建築観察の途につかれたコ

窓鈎物切回 Z22砂'1の底

2 8  

ｾ ｪ 業 ＳＰ 年古い慶史と新しい殺術

ピ ル デ イ γ グ の グ リーニ y グ工事 1

古 L、住宅が 新 築 同 様 に な る 美 索 工 事 1請負

新築住宅に お手入れのいらね美索工事ノ

雲 喜 美 素 工 業 所

大阪市東区瓦町{ 堺筋) 三和ピハ三階電F制t: aid6S88番



主主氏と 池 関谷久吉氏が各地方庁官に会員の置組昨年の文化の日 1952. 11. 3

より郷土文化の功労者として表彰され、各新聞により既に衆知の司王でありますが

会の< ! 5 { i : の記事故として此処{ : Ｑ 也被し、且 ｬ に今後の多くの会員の御光栄 ｾｴ 斤る次第

でゐります。

氏章世匝置名誉正会員

第五回兵庫県文化貨の日本画 、 ど色り焔 1E、社会文化、考古学、建築文化、内

燃機研究の六部門の中より、建学文化の J:)J 労者として下記の知き表彰状金受りら

れ?ニ。

状

神戸市東灘区御影町・上ノ 山一六六ーノー

置 極

&  表

章氏置指値

主主

以下生 ｬｴ 築界の長老として美術ｾ築に［ｬ ｴ 卓抜せる技能なＮＧＱｉｬ ｬｩｦｬ し三十余年にわ ｔ ニり県下建築文化の向上 ｾＱ 岐に

つ〈されずニ功紙はきわめて大きレものがゐる。よってここに兵凶以文化賞 を贈って表彰する。

日丹和27&. ド11 1] 3  U  

雄ヨ草・回岸兵E担保知事

その自の氏の言葉

建築に志してから 42年、関係団体0. ) 役れとして老骨にむちう っているが、表彰を機会に自分が多年版って

いず二建築美術の研 究に精線をかにむけ? こし、と思う。新しい級式は天オカ; ! . l : . れなりれば山米なし、。ことに日本

のように経済的に種 々の制約をうけるいlでは囚維な仕事t:。 しかしオ乱、人にちがフラ γ スのコノレピ{ ゾエに

定 1) す五る傾向をやめ、いま少し日本には FI 本な 1) の新しし・総式を J f えるときが、来ているのでなかろうか

少し 、']1lJ-1J をいかに建物の美しさに生かすか、新しい級式全見出すため IU溌 点 に 立 っ た 気 持 で 研 究 を 続 Ift tこ

ぃ。いまでは下1
1戸の建物も それそれの時代合生か してはいるカ= 、中には者1市の美観をそこねるものも附来て

われわれは神戸が日本の表玄関として耳 ｢ じない ｴＺｾＱ の雄挺ｘ［ ｕｦｲ レ〈つ〈らねばならぬ。
い る

氏池 田 谷 久 吉

o ー

員

o  

.d. .  

-jj; 

o  

正

日目和四年以来大阪府市文化 Ｇ ｲｬ［ｾ を容さ只たして ｉＡｪ ら大阪 府の古建築会主主して、 ｈ 土

多様の占建築の復興、修 理 iこ及ば十ながら尽力して米? こが、最近では現枚方mの百済寺、成問不動呑 毘闘別

2 9  

; : f < l 、記念約の調査に当り 、 その中 、{ 順位尚きものは国宝に、 111要文化

財にまた ｭｾＮＩＧｾ 術品の指定 ｬ 二努め、，とが顕彰保存の途ぞ宮崎すペ〈努めて来ナこ事に

対して文化の日に社会教育七功tJ i に対して大阪府教育委員会より表彰会受けら

れ、更に泉佐野市より 「泉佐野史談会」の主宰者としても受けられナニ。

その日の氏の言 葉

;

;

i

l

i

l

i

-

-

i

j

i

j

 

、、、、、、
色
、

、、、

九

E占，名illt 、

思ひ 111は走馬燈のようです、戦 時 中など色金属 でゐ れば鈎つぶして戦具に しよ

うという軍閥 、 ＱＮ｜Ｇ怒と身そもって ｬ ［ＩｪＡ ｾ " 幾多の文化財会議らねばならなかった。

そして今円のような時代ぞ迎えにカヘま t: 世 Ill lの古文化財保存に関する関心は十 分 とはL、えなレ、 私は各種

池田谷久吉氏

院、〉巨大寺本幼、平野大念仏寺本幼などがある。
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越 国 IF. I院

中 野 H民 iX f! 1¥ 

伴 戸E

日 !f} 勝 好

布 施 忠 μ]

益 尾 J長 線

中f .1: 

山 本

光

三J ，

雄

議

長

宮正

本

光

商
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問

問

問

同

問

問

同
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司

出
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制大

夫

R

n

p

目

立

μ

立
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同

支

支

玄

海

都

庫

東

問

。

凪

悶

悶

同

問

悶

兵

問

問

郎

静

信

名

郎

男

之

一

比

郎

郎

一

医

大

民

成

四

大

直

清

作

丸

下

野

間

H

プ

ヲ

j

色

橋

石

石

糸

烏

-

内

小

尾

間

久

知

勝

丹

通事

上

回

伊

イp

池

i也

同

同

同

同

閑

同

同

悶

悶

悶

同

同

友

浅 沼 猪 之 吉

伊 東 五 郎

池 田 達 雄

尾 崎 久 切J

佐 藤 大

須 賀 豊 治 虫1¥

銭 高 趨

/I"J 内 孝一

中 野 順 次 郎

伴 潔

藤 木 IE

J  

，乙

木

2且

目理事: 主記

問

問

同

問

問

問

同

同

同
土

日

信

則

同

間

関

同

問

問

問

子

対t

同

問

問

問

向

問

問

問

問

問

問

治

ニ

次

馬

続

雄

"'" 

磁

心

好

彰

突

形

文

郎

桁

附

山

広

寿

式

次

九

九

回

林

鳥

谷

本

援

仲

間

木

肌

回

L

W廊

恥

国

古

宮

森

南

米

児

柏

鍍

飯

〈

γ

粋

鈴

色

絵

赤

伊

篠

安

-
H

吋

ザ

下

v

p

i

s
-

-

」一
“

歌

散

問

問

同

和

文

悶

悶

問

中

間

弘

毅

郎

衛

雄

一

清

勝

保

吉

郎

雄

吉

治

孝

武

郎

大

兵

y

正

色

三

義

末

平

向

-

/

出

陣

:

広

源

佐

1

事

i

本

児

原

勝

林

本

林

間

藤

口

谷

田

橋

内

内

μ

本

問

可

柿

川

上

粟

小

越

近

披

梓

目

指

円

高

竹

竹

谷

滋

問

問

問

問

間

同

同

郎

氾

三

作

清

雄

郎

潔

郎

次

左

F

E

E

ニ

金

大

自

正

初

直

収

木

小

波

村

々

石

林

村

口

尾

悶

悶

川

回

目

塚

飼

中

佐

内

館

中

林

森

浅

芦

桑

中

錦

伴

広

疋

克

山

肌

i E 

後

批

点

描

仰

I瓦

同

区

同

向塚

土

日

平同

悶

悶

悶

悶

悶

悶

悶

同

同

武

伽

仲

古

雄

雄

治

藤

村

海

池

藤

木

松

浅

鴻

斎

鈴

向

同

同

理 事 主 計

問

同

同

同

同

同

同

1司

夫

幸

好

次

玖

tも

旧

力

虎

光

勝

廿

甜

経

三

孝

信

鉱

山

削

長

武

励

野

附

!百

倉

日

品、I

田

原

中

日

放

村

大

岡

山

市

竹

谷

中

市

山

山

問

問

同

理 事 編 集

同

同

問

問

問

問

問

鼎

主主

Jf最

深 沢 ) 勝 久

藤 阪 捨 治 良1¥

星 広 文

部j 問主主J l /J

牧 村 和l 勝

増 田 幸 次 郎

松 井 邦 彦

松 久 保 敬 三

三 原 清 治

吉 岡 き た 三 郎

支 部 長

東 海 玉 置 霊 長 次 郎

京 都 松 井 清 之 助

兵 庫 吉 田 信 武

和 歌 山 栗 林

中 国 藤 田 定

州 宮 脇 階

評 議 員 会

議 長 河 合 貞 一 郎 | 同

副 議 長 溢 尾 辰 雄 | 同 ( 死 亡 )

本 吉I1 青 木 友 - 同 ( 死亡〉

次

人| 九州| 対1¥

同

同

迷

エド

岐

方く 問

馬 場

日 野

ゴーー
同

同

問

問

J本

邑司4監

同

治

維

itt 

同

編 集 委 員 会

委 員 長 中 村 ｾｾ＠

副 委 員 長 谷 口 倫 武 | 住 宅 委 員 会

委 員 飯 凶 精 次 郎 | 委 員 長 赤 松

同 今 西 茂 雄 | 幹 事 W .. H 窓

同 大 倉 三 郎 | 委 員 池 田 達 科t

同 岡 田 孝 男 | 同 尾 免 治 四 郎

同 木 村 精 一 | 同 小 林 浩

}fr( 1言 虎 i 同 近 藤 イ呆

ヰIJ

架同

j4g  

虫干

同

同

同

同

同

同

馬

市

美九
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美

好

問

稔

中

六

三

布陣 弘

管 関 長

竹 内 成 夫

竹 内 孝

竹 腰 健 道

中 野 順 次 郎

称 屋 毅

日 野 ! 勝

布 施 忠

藤 井

3妻

宅

森

鮫

申

帯

忠

口

幸1)

問

問

問

問

問

同

問

問

問

同

同

同

同

災害調査委員会

委ＮａｌｩＺ池間宮ｾ

':k 只 五 百 綴 芳 明

同 池 上 勝 郎

同 発 天 義 久

間 援 本 栄

問 IJ 、 泉 好

関 竹 内 佐 平 治

塚 本 猛 次

益 足 辰 維

建 材 審 査 委 員 会

委 員 長 官E 極

副 委 員 長 岡

委 員 奥

同 力n

同 楽

主主

男

彦

孝

正

室

栄

田

島

藤

本

間

同

塚 本 寝 入 郎 | 同 徳 永

烏 岡 翼 民 弘 | 同 七 尾

中 村 例 I r司 馬 場

藤 阪 捨 治 郎 | 同 宮 陥

商ij 野 俊 太 郎 | 同 村 助

三 木 栄 i包| 建 築 湾 規 委 員 会

出 版 委 員 会 ｉｾ 只反小沢誠一郎

委 員 反 谷 口 付T 武| 委 員 伊 東 五 郎

委 久 井 戸 田 忠 太 郎 | 間 柄 本 楠 '.M

間 五 ， 百 駁 芳 明 | 岡 京 畑 謙 三

同 上 林 1淳 雄 | 問 中 前 六 郎

同 木 村 精 一 | 問 中 野 順 次 郎

同 北 原 武 夫 | 同 荻 静 雄

問 ノJ、 西 岬 | 同 科 田 治

同 小 林 清| 同 吉 田 安 三 郎

問 斉 藤 防| 同 鷲 尾 健 三

ー

一
一
一

車並

正

彰

正

健

義

和

問

問

問

問

問

問

馬

}¥、

潔

( 昭和27年度)

品

干
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潔

好
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薮

山
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日

弁
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糸

石

久

岡

町

角

作

吉

辰
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浅
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部

別
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間

同

同

日

間

同
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問

問
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同

部

委

問

問

問
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郎

郎

郎

)

平
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消
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郎
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彦
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利
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木
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丙
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木

岡

田

村

井
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補

田
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井

員

東

大

中

西

中

島

日

浅

池

小

斉

日
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政

祭

中

政

青

池

池

島
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須

高

前

牧

松

市

務

長

只

霊

長

良

只
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，

立

H

却

叩

剛
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合

同

間

同

日

間

同

何

日

間

同

清

三

床の清海維持方法に就ての

ＨＹ 月口上 ｬ 燈宿舎慌に約吋るｾ￬ｩｉ耳目Ｉ

プ Mν 下 御 精 沼 者 は お 申 込 下 さ い

栄

創立35年記念事業委員会委員

告R虎

雄

雄

委

委 員 長

田 ｉｊ ｾ 委只長

岡

部

委

同

問

問

問

問

問

問

Z  
圃 翠 冨 盟
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光

緋

野 l隊

藤 木 H二

山 色 励 ニ

山 本 武 雄

干 寺 田 安 三 郎

失

夫

作

好

藤

尾

斉

妹

堤

日

凶

問

問

問

問

問

問

問

雄

iN. 

平

助

同 山 本 主 主

同( 地 質 図表 事 項燭 託〉

井 上

資 金 部 会

長 束 畑 謙

只 守 木 友

i長 潟 治

尼 崎 久

池 間 宮

栗 本 栄

11、 林 清

榊 弘 美

作J l - Ij 日 111 生| 部

谷 口 伶 武 | 委

村 田 経 政 | 同

厳 中 一 良 l 同

彦問

問

問

同

問

問

問

問

助

夫

ノj 、 早 川 美 武

竹 内 孝

宮 谷 芳 夫

村 悶 経 政

出 版 部 会

部 長 尼 崎 久

田IJ 部 長 竹 内 成

事委 員 背 木 友

問

問

問

問

昭和26年度決算並に昭和27年度予算

昭 和2 8年 1 月29 日開会の通常総会に於て標記予算主主に決算下記の通り夫々承認相成りました。

追而 27年度予算案は昭和2 7年 3 月開催の評議員会に於し議決されたものであります。

昭 和 20 年 度 決 算 並 取 支 内 訳 表

部

差! I I ) 品不足

門

G7，657 

8，302 

612，098 

41，658 

27，900 

0  

329，960 

科 目 | 予 算 額RZτi l

| 門 | 門

事 務 所 焚 I 470，000 1. 527，657 

会 議 費 I 50，000 I  58，302 

事 業 費 I 2，650，000 I  3，162，098 

事 務 質 I 693，000 I  651，141 

諸 給 I 1，200，000 I  1，227，900 

準 備 令 I 52，000 I  52，000 

予 備 費 I 400，000 I  70，040 

之出支部

額 | 実 れ 由] 発 時 不 足

同| 悶 | 問

3，520，000 I  3， 175，741 I  1:::. 344，259 

鍔:予

之

「

l

l

目

入収

科

A

A

ム

費会

どh

684，260 

67，1時2

2，374260 

158， 162 

1，690，000 

101，000 

雑 誌 収 入

入ｾｬｴ＠幸韓

日， 000107，000 104，000 後 媛 会 費

334，439 

至 昭 和 27 年 3 月 3 1. 円

支 出 総 合 計 ￥ G. 749. 439 μ  

￥ 65. 724. 24 

ム
5，749，439 5，115，000 百十400，163 

自 昭 和 26 年 4 月 1 日

入 総 合 計 ￥ 5，815. 163. 67 

差 引 残

5，815，163 5，415，000 

ｾｬｴ＠

骨十

表照対{昔貸

歪日目. . fn 27 6手 3 月 31 日

備

七 - ll - J 」日寸τ 部

自 昭 和 26 年 4 月 i 口

三
l

一

j j  

同

世R

17，672 

9fl ，Go6 

-lJ， :l 7G 

J O. 066 

1' ) ，00' ) 

3，8ヲ0

J 5D，033 

25，011 

296，891 

6IJ ， ' /24 

謀 本 金

政 H i 忌 政 手 当 準 備 金

事 業 準 備 金

係i 品 償 却 幣 備 金

欠 損 補 4民 権 側f 金

仮 受 金

末 払 金

言背負規手Ｎｾ f.jj 布 勘 定

米 経 過 収 入 金

本 年 皮 収 支 勘 定

60，939 

6 2，8G8  

117，000 

227，998 

38，915 

J 7，2J 6 

231，192 

1，9G2 

n

M

A

百

余

金

金

金

金

定

預

おl

当

貯

預

支

払

百|

ｾ ｬｴ＠

備

特

産

/Jt 

準

年

備

仮

諸

振

当

現

敷

前

788，101 

￥ 13，772，18 事業準備金

計

￥ 50，000，00 

788，101 

今 期 収 支差 引 残 ￥ 65，724，23  tI! ，は下犯の通り 処 理.

前記収支不足金補填 ￥ 1， 9u2， 05 ｾ議員退職手当準備金
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員オ 産 目 録

昭 和 27 年 3 月 31 日 現 在

警を ffJ}. 之 部 負 σt 之 都

f荷 要 金 額 摘 主昼 額

同 門 円

固 定 資 産 60，939 引 当 WJ 定 190，879 

係1
口

60，939 
職員退職手当準備金 99，536 

ロロ

事 業 準 備 金 41，276 

波 動 資 産 431，160 

術 品 消 却 準 備 金 10，066 

当座預金 38，945 収入依損補填準備金 40，000 

三和銀行 2，356 

雑 勘 定 458，784 

仮 受 金 3，860 

大和銀行 36，588 

京 都 支 部 2，900 

定期預金 147，000 日産建設 K K 000 

言者準備号 l当預金 147，000 

米 払 合 159，033 

大阪建設会館( 3月分借室料)

振替貯金( 本日現在高) 227，998 

15，033 

和F文 社 払 分 28，000 

現 金 ( 11 17，216 主主材審査委員 26年皮革代21，000

雑 勘 定 294，0&0 

支 部 交 附 金 95，000 

30，000 

仮 払 金 62，858 

東 海 支 部 35，000 

ttr 五年記念事業一時立替金 九 州 支 部 30，000 

61，858 

未 経 過 収 入 金 295，891 

朝日ピノレ釣銭事務局月] 1，000 会 員 1 号 38，211 

敷 金 231，192 

11 2 号 :.16，500 

地 方 会 員 6，170 

朝日 ピノレ借室敷金 231，192 

准 会 員 2，2GO 

資 産 合 計 」

広 告 料 212，760 

負 も守 合 計 649，663 

資 産 令 計 786，149 

差 百| 純 財 産 136，485 

昭 和 二 十 七 年 度 収 支 予 算

( 収 入 之 部j

苦ま
|  ー十六年度

ー予十七年度匁: 科 目

- 十 六年度 - 十 記 存度

参 考 参 考 予 J1: 

千円| 千円 11 千円 千円

伺 人 会 型E 2，000 1，800 

会 費 3，520 3，500 
問 体 会 費 1，300 1，500 

地 1j I! 130 140 

再主 11 90 UO 

幸性 宮古 ｾｬＨ＠ 1，690 2，600 
11エ 告 料 1，690 2，600 

入 会 金 50 18 

雑 収 入 101 員 意 5  10 

J奴 入 46 100 

後 援 会 費 104 援 会- 費 | 104 I  132 

ぷ口泊、

計 5，415 
問 。 11 合

計 6，360 

3 3  



f支 出之官事)

三干二l : ; !<手反

予 1 1 :

千円 千円 千円 千円

耳許 務 所 費 470 605 

日 ピ 300 428 

主主 設 会 170 177 

会 師走 費 50 

| 総 会

50 150 150 

i  i交 員 会

雑 誌 発 行 費 1，850 2，550 

部 会 党 i J OO 124 

事 f主 費 2，570 3，071 

: $  
品"'くr  

370 47  

l 支 部 21; 0  :.350 

備 ロEロ'  空主 J O 10 

通 攻 90 80 

旅 ー資 140 120 

司王 務 要聖 595 500 |集 金 星空 250 170 

印 ，ffi1) 3是 ao 50 

| 文 房 具ω 宮里 25 :.30  

雑 Tt 50 40 

昔昔 給 与

給 料 手 当 1， 100 1，200 

1，200 1，350 

2生 与 100 150 

2終 備 金 52 52 F終 備 金 52 52 

li : 般 賦 課 金

10 

首百ー 賦 課 ー金 78 82 } ! 康 保 険 60 60 

'1 タミ
、ZHuet  

イ呆 F貨 18 12 

一 一 一 一 一 一 ー

費 |

予 備 3聖 100 550 :1 予 係1 400 550 

〆E司弘、
計 5，1J 5 6，360 

| 合

G，415 6，600 

二 十 六 年 度

参 考

項

二 十 七 年 敗

予 w
;;-k 

予而募集中の標記の件、新f 切迄に応募されたもの 692 i l l i . 、審査の結果下記の通入選決定いたし

ました。 f材多想【応募されずこ各位に謝意を表 します。

1  ｾ事 党 合 ￥ 10. 000 岡 株

主事 1t ｾ＠ ￥ 5. 000 山

字

岡

田

中

中

平 Jm 

建 築

感 が こないうらみがゐるのが残念であ る。

2 等 ( イ) 渚想が面白〈簡明な表現である 。

図案的にはいま少し〈工夫する必要がある o ｾ棋

を細〈するとよいと思う 。 今 一 歩研 究 さ れ る余

( 35頁下段に続¥)

戸 市

牟 III 汁i

京 都

戸 市

Jj( :1<11 

松 市

宮 市

本 市

協 会

神

大

東

神

来

高

内海町町章圏実懸賞募集当選発表

郎 氏

夫 氏

ニ 氏

郎 氏

正 氏

敏 氏

銭 氏

腕 氏

日 本

松

秀

正

秀

@  4事

清

阿 岐

口

三宮 木

線

中

西

村

松

/f  

2，000 

H  

11 

11 

でまー

11 

11 

11 

11 

/f 

作

2  

11 

干を

11 

11 

11 

ω  

二

日
当

吋

(

イ

)

11 

符 . . 圃圃l ， 1 等 新しみ k 云おうか慰新感がめる。洗練

こ‘ '【‘ ' されて いて構 成 に 欠 点 が な し す ぐ れ た 図 案

司、凶・，ｾ であるが、見? こ丈げで内海町・の感じ、. ! l nち也

3 4  

11 

審 査 概 評
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プ

挙

ｾｻ､和盟主下 Ｑ 月 ＲＹ ｆｬ閉会の通常総会 ｩ こ於て下記会民 ｊ，ｩＺ 名 ＪＧπｌ 会 ａ に推挙することに議決されました。

抹

f雀貝

b .  

::a; 正巻名

君郎太彦

.c，、

-， 
君夫信回石

君

.，.，. 

p  鋭部谷長君郎四藤佐

昭 和 28 年 度 監 事 評 議 員 当 選

の半数改選lこよる選挙を執行L、亡しました結果下記の通

日目4日28年 1 月29日開会の沼市総会に於て監事並びに好議

り夫々当選されました。

事 ( 1 名)監

君信J11 国
O  8 0 漂選当

員 ( 2G名)議評

1'i: 

，・，

H  並長1m 2  2  3  ｾ，ｾ＠

2  2  3  ｪＧＮｾ＠

fi司
ヨ!美ｾ￁＠榊2 3 0 烈選

副

司

11 

ー

'

v

a

ヨ

λ

4

4

日1¥大争Eｾ￟＠V可
|司

;{ i  民匹f台T話μi 
奥

百義

2 2 8  ｾ＠同

鋭

大望木米2  2  3  ｴ，ｾ＠1，，1  
Ai イZ井2 2 7 烈同

n  村凶ＲＲＱ ｾｊｾ＠同
;'(i 子干空ぞ巣ノj、

2  2  G 漂同

ヨ円a維jgy 
橋

ー産量

( J ， 2  1  9  s  同;n 岬F商2  2  5 孫同

l i  男'}.r 
ヱ2  1  8 孫同

汎
生

孝

E義沢

ノj、

丙ＲＲ￳ ｾ ，￭＠同

;rr 夫労橋
ｾ｛＠

1''' -'  2  1  8  ｾｩＧ｜＠
1"' 

1l 島宇林2  2  O 原同

君乙国才司2  .l 8  j'笑同;(¥' 、ik

会

主主附政2  2  O  J!，1! 1.司

沼一実ま国
石2 1 7 栗同;[t 

"'" 
ι a  1芋藤途2  2  4  ｾ＠問

君

君

敬駒2  1 1 架l司;n 
青白村木2 2 1 漂同

治民」ニチド2 1 6 梨|司
J毛末木鈴2  2  4  ｾ＠同

君』議村今2  1  G 漂問

;n 

;n ＩＺＡ ｾ＠4

4

H

 

口ILI 2 2  4  ｾ＠同

君市-
T昔木鈴2 1 5  ｾ＠|司沼雄2屯阿

/ 、

-， 2 2 3 潔同

評 議 員 補 欠 ( 1 名)

上以

主?-m， 
内μl 4  3  () 烈逃

出ヨ

円1  片日H 'fl l  28 年 3

..6. 

ヨミ協築建本日社 団 法 人

f乍 ( 全部) 滞想の良いと思ったので全部俊作として

選んt: 。

f圭

( 34見. より続< )

地があるげれど、良い作品でゐる 。

2 等 ( ロ) める程度、 内海町・の感じが出てし、る。図案の

表現がカ強 L、。 然 し 、内の文字と烏の表現に {司にかしら、
矢野橋H 、森田慶一、渡辺貸一、中 野順次郎

3 5  

審 査 員

谷 口 栄、 fi i { 下源磁、 今 井豊吉、佐伯重量

もう一息といった感じにι



N o. l  

数年来本会朝日ピノレ六階会議室の綴需を盤側しlぷ〈会員に閲覧念願っているが、 tf 織の図書室として協会にどのよ

うな寝絡があるかと云う事会常に皆様に知 って l点き皮レと思い、ここに収お i!ll 械の如〈、余白がある皮ぴに J島栽し御

三F もとに与することにしに。

著 者

今井ヨtt 次等縞
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A6. 08  東京構成社宅書房現 代 建 築 大 観今井賞賢次等編
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建 築 学 会東 京文 様 集 成
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判

松

下

建 築 学 会

東 京 平 凡 社

グ

名

tI，与一特 ＱＱｾＺ＠ Ｑ 吉年 ｾＩｦ， 者

第二将 ' [Ij米中I力日係 共ー

係三憐 ρ  其 ニ

第四 l降 独 t免 奥 大 手1) j議

第五料 H  其 二

第六斡 w  其 三

第 七 勝 フ ラ シ ス 鰭

告書入車専 H  其 こ

す再 j し斡 H  主主三

係 十 斡 和 問 ?話

第 十 ー 純 手11問自耳:EJt t ; 備兵二

第十二緯 スカ γ デイナヴィアｾ其ー

第十三斡 。 其 二

銀十凶梼 F間関チエコスログァキァ? 窓

生科十五斡 ffr太平1) i1.li l事、牙術

第十六事J t ロ シ ア i話

係十七l降 ロ シ ア 波 問 機

体 1 ;降

第 13 1除

手事 14  I隊

第 uO 4時

ア ー イ カ

イ キ ー ウ チ

ウ ツ ー オ { ム

オ { メ ー カ グ

カ ケ 一 一 カ ワ ソ

カ ワ タ ー キ ユ

キ ヨ ーーグ リ タ

P リ テ ー コ { キ

コ - ｾーコト

コ ナ ー サ ワ

斗! ! - γ ー ー シ ノ

シノ、一ーショーグ

シヨ{ ザー一一シン

ス ー セ キ モ

セ キ ヤ ー ソ ン

東 京
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伊藤幸大郎編 関創建築協会雑誌、 上 大i E G年

11 11 11 11 

11 11 下 大正 7 年

11 11 11 1/ 

11 日本連事長 田会雑誌 上 大百二 8 年

11 11 11 11 

11 11 
I 下

11 

11 11 11 11 

11 建 築 と 社 会 上 大正 9 ｾド

11 11 11 11 

江 村 健 ー 編 11 下 11 

11  11 ゲ 11 

h ドラ イ ブ イ ツ ト、に就 て

日 野 勝 好

鋼材と鋼材の結合工事や、コンクリ{ ト構造休への取

付工!Ji に極微量tの火薬の爆発力を巧に利用して章者I嘆すべ

き仕事を行い得る縁機が ミド ライ プイット、である。製

造所名で、多小名事訴も兵っている。これは、 コングリ{

ト、叉は鋼材中に非常な高速度をもって ミ ドライプピ

γ 、 ( 特殊釘) を打ち込み、その君主国上に銅製、木製等

の建設資材設備、若器具績を瞬間的に向指させる事が出来

る。叉現場打ち コシグ リ{ ト の強度の制定にも或る程度

利用出来る。 これは予備突駿として予め圧縮強度の判明

した数個のテストピースに対して笑験を行ったが、主主る

程度の予惣が出来た。この ミ ドライブ、イット、の操作

は至極簡単で何等の熟練性を要せず、安全装置を有し、

作業は容易である。

火薬量; は一定のケースに入り (0. 3グラム以下の徽量)

一種類で、バワープラグの使い分けによって 、スバ ーハ

コν タリ { トの釘打機

ドライブィ .. ，ト

関 西 販 売 活

阪部興業株式会社大阪営業所

大阪市北包ｾ股町 Ｓ 丁目 ＴＸ

細 川 @ 7 5 9 5 ・3 6 1 6

関 西 建 築 協 会

11 

11 

11 

日 本 建 築 協 会

11 

11 

11 

11 

11 

11  

11 

AO. 51 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11  

11 

11 

1(  1  1(  a )  

K  1  1(  b )  

K 1  2(  a )  

1(  1  2(  b )  

K  1  3- 1( a )  

1( 1  3 - 1( b )  

K 1  3- 2( a )  

K 1  3- 2 (  b )  

K 1  4 - 1( a )  

K 1  4 - 1( b )  

K 1  4 - 2( a )  

K 1  4 - 2(  b )  

( つ '>: ( )  

"  -

ド ラ イ プ イ ツ ト 芭 ケ ー ス

〆f 、 メデ ィアム 、ロウの 4 種類がある。 ρ ドテイプヒ・ λ

、の経によって " 300" " 400" に別けられ、ピン 11似j れ

も特殊鋼で出来ている。( 引狼強度 170kg/mr n泊、現l筋

力100kg/m mり使用目的に応じて 、長さ 、径の具るピン

を撰定すべきである。現在米国では殆んどの工誌に利用

されているらしく 、苔国でもうし覚者によ って多少利用さ

れている。今後の利用は拡大されるものと信じている。

只火薬を利用する点で‘ 銃火器の適法が多少厄介し思う。

米国辺りでは有利かつ安全なる施行器械であるとの准騰

がある， ｢ 誌である。兎に角く在来工法の木 ｲｾｲｵ｛ 組込や、ジ

ァンピングによる穿孔f 様の必要もな く、水平、垂直は

勿論傾斜面への造作材料等の取付け工事法に於いて一大

革命がもたらされる事と思う。ピ γ 1 本 100 円位主要す点

が問題となるが、作業は 1分間に 11悶の取付けが出来る

; <. ヒ・{ デイで、充分署' 1iい得るものであろう。更に儲かの

貫入深さで為るが、相当間着力があるおは認められるω

利用商の今後拡大する事は問題である まし 、。耳元ほし‘ の怒

便性、安全性、施工の迅速性に就てはi日く寄!と価 出 来 ょ

う 。 ( 能 者 株 式 会 社 竹 中 工 務 居 技 師 長 )

ドライプイツトの販先脂は大阪では紛日機材株式会社

大阪支応と版部興業妹式会社の二社がめる。

係 よ り
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誌 を 作 る

人

編 輯 後 記

( プロフイ，" )

問 中 良 太 郎 氏

々

毎号此の械で詫言ｾ述べていすこのでは何とも申訳ない

が、本号もどうも物足りない気持である。頂いすこ玉稿は

何れも独特の、示凌に富ん t: '貴 i i な置書物としで、執筆せ

られた方々に感謝する次第であるが、全体としてやはり

頁教が寂しい。本誌は軽量関誌でゐ るから 、他の商業雑誌

と自 ら性質が違うし叉閉じような編降方針ではとても太

刀打出来ないが、予算のま且方を変更してもらってでも 、

もう少し費用を出しても らって、頁殺を増し、 「続む主義

託、」として、もっと会員i諸兄に貢献したいものでゐる 。

雑誌の発刊は傘会員に一様にサービス出来る唯一の事業

であるから。

私は 以前に或る協会の雑誌を続料 していた事がゐった

が、原稿ーが沢山ゐる時は非常に楽であった し、配列に自

由がき〈 ので全体として所講 「良い縞斡J が出来ナこよう

に思ってい る。 これは編斡者側の依頼原稿、会員から の

要望原稿ばかりでなし会員の寄稿にまつ処が甚t:' 多い

のである 。会員相互の執筆の道場として、研究 ・思索・

感想・随祭・ 趣味等あらゆる分野に わたって利用される

事がー番望ましいのでなからうか。幸にして、職域も 、

こんなに広 い範囲 にわたって集めら れている団体は少な

いので あるから 、会員諸兄の得制が集 まりさえすればI l I f

白い維誌が出来るように思えてならない。

最近は学会ぞ初め色々の団体がゐって、夫々の性絡で

活動が行われている 。時には本協会の本来の使命・と混交

するかと恩われるi ; i 'i もあっ たが、日会経るに従って、次

第 lこ、或は再び判っきり と格付りされつつゐるようでゐ

る。 しか し 「本協会本来の使命」なるものが、実は甚む

おろかしい容では あるが、筆 者 lこはどうもやu<<告と しない

処がゐ る。否明確に説明 し難い処がある 。 こんな事を云

うと折角今日迄育成して来ら れた先輩諸家に叱られる司王

必定で あるが、組 織 が非 常 に 大 制 、 事 ト 会 費 の 関 係 で

もあろ うか、著い人がどしどし入会 して〈れていないと

云うのが筆者の抱懐しカザこし、理由である。組織が大き〈

なると簡単には集まれな し、からど うしても機関誌を中心

として会員相互の協力を 計ら ねばならないと思う 。何卒

3 8  

積極的な御協力をお顔する次第である 。機関紙さえ豊富

な内容になって〈れるな勺、筆者のおろかしい前言ぞ京

消すつもりである 。

新し〈大勢の若い人が学窓を巣立つ、夫々の職場がも

早や得られたであろうか? 建築と云う事業の向上をめ

さ' す意味に於て夫 々の職場を整備按配せられ( 人ぞ減ら

す事ばかりが合理化ではないと思われる ) 一人でも多〈

新しい卒業生を受入れられで、若い入金書ばして頂き度

いと、筆者も教師の一人として会員にお寂しておらで

は次の後記はベンリレーとして山本編集王軍事にお願いし

ます。 ( 問中編集委員飽)

人 を 求 む

( 1)  0 求人先 市内、某建築金物製作所

0 資 格 官公、事務所、学校等建築関係に勤務

経 歴のある方

0 1防 務 自由勤務とし建築金物新考案に参画し

併せて官公庁、設計事務所等宣 伝

0 待 遇 嘱託とし報謝面談の上決定

( 2 ) 日本建築協会に て本年度中溌行予定の建設資料使

覧編集事務を嘱託しすこし、御心当り の方御斡旋願

い ?こし、委細菌談

w、と 御連絡、履歴番送附 先 東 区 天 神 橋 詰 建 設 会 館 内

本会分室、事務局長宛

昭和28年 2 月20 日 日本建築協会

建 築 と 社 会

第 3 4輯 第 3 号

売 価 1 部ω 円〈送料共〉

昭和 28年 2 月25 日印刷・昭和28年 3 月 1 日発行

編集発行人 沖 田 誠

事E 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築協 会

大阪市北区中 ノ島3 ノ3朝日 ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 生徒

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社〔電話盛筒2056番}

建 築 窯 異

ユニヴアース写真工事室舵

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町長番地

〈低周防町三休相官筋合〉

電 話 南 ⑮ 0 2 晶 0 番
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